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林学撰書

林政学概要 臺典認臘判錘轤
林業政策ば自然的制約の下に長期計画を必要とする。もし諸政策･諸施設を誤るならば森

林におよぼす影響大といえる。本書は日本の林業の現状を前提とした独創的立場から
論じた名著。

今回の改訂は図表を新しくし，且つ誤字を訂正した決定版として世に送る。12月15日発売
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躍進する林業技術

大政正隆

年蛮懲灘撫欝鰯勵異鍵:鯨蝋茂蕊撰蹴雛
いうのは，わが国でのﾎｨ業なり木材加工業なりが，かなりの速度で，大きな転換の道をたどっている，とい
うよりは，たどることをよぎなくされている，と考えられるからである。

、赫集についていえば，地理的にも，繕斉的にも，従来は，かなり分離した産業としてとりあつかわれてき
たが，それが許されない事情におかれるようになった。すなわち，狭い国土の土地資源の利用の観点からも，
また，農家経営の合理化の立場からも，今までのように，森林を分離して繼営の対象とすることのできない
ところが多くなった。具体的にいえば，可能なかぎり，凋薬，農業，收震鍵などが，同一土地を共有すると
か，共有しないまでも，交互利用をしなければならないようになった。もつとも，こうしたことは，今，は
じ蓑つた問題ではなく，部分的には既に実行されていたし，また，観念湖には，土噸ﾐI用の高度化とか，避
家の多角篭鐘といった考え方から奨励されたのであるが，今日では，切実な一般問題として，われわれに迫
っている。また，繕昏的にも，森林は，個別的には鍵蕊経済の中に識箆的な位置を占めるようになり，一般
的にほその生産物の相当部分が他の工業製品と相剋ちる立場におかれる傾向になった。

木材，ひろくいえば称産物の禾腕は，ますます，工業化の道をたどろうとしている。そうして，木材業，
満産加工業の経営の変革をひきおこそうとさえしている。

＞ のような*鐸の悩籍の笈溌は該禰の発展の方向に影瀞することはいうまでもない。その賑は，す

ｰでにあらわれている｡赫木育種協会,林地肥培研究会,木材学会,草資源調査会の発足をはじめと
して,最近のユーカリ遥淋や木材糖化に対する世人の関心などは，これをただ，一部首識昔の将来を見とお
しての計画とか，一時的の流行として見のがすわけにはいかない。鐸とか木材加工業の転換期の胎頭のあがすわけにはいかない。赫拳とか木材加工業の転換期の胎頭のあ

▲

ｰ

１
９

６

るとは思えないが，私は，今年あたりから，刷究や鐵術が相当新

うな鐸,木材加工業の方向ばかりできまるものではない。耐焼
く影響する。例えば農薬研究のめざましい避畏は織塾釦駆除に新
いろいろな調査の鈎術を変えようとしている。このような例をあ
の問題として脚光をあびている。いわゆる原子力利用の刷究の将

かを考えてゑたい。こうした予測は，実は，極めて困難なことで
ふさわしいことであるかもわからない。

つとも使われると思われるものは鰯f性同位ﾗ蕊である。これに
うに柿k,苗木に卿腹されるか，どのように土の中を逃げるか，

多少ちがってくるであろう。どうしたら幹を太くできるか，どの
とわかるかもしれない。害虫の飛朗範囲もわかるであろうし，防
るであろう。その他，利用の範囲ばひろい。

いのではない。スギ苗木の成長促進は可肩雛が承えている。最近
数措にする研究が行われているそうであるが，これなども，木材
う。

活溌に行われると思うが，技術への影騨には多少の時日を要する
える。斌は，ここでは,澗難術の将来の方向を，私だけの狭い
については触れていない。技術は，あくまでも，実地と結びつい

まさらいう蓑でもないことであるが，従来の林業技術の中には観
でもないので，一言つけ加えるゆえんである。しっかりした研究
ることと思われる。

て，忍の所見は，かなり極端にうけとられたかもわからないが，
眺め，その観点から*…術の将来を語りたかったのが，私の真

一
凡
』

｝
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題は，これは鐸家自身の経営の一部に取り上げることが
林産物の将来

できるか，できないかという点にかかるのじやないかと

司会今日のテーマは「これからの林業」という問 思う｡､現在の林野庁がやっているようなことではだんだ

題なんですが，これに関連して大いに放談してもらいた ん減産していって，特殊林産物というものが取り上げら

いと思う。まずこれからの林業がどういう方向に向って れなくなるかも知れない。ただこれは日本の生産につい

ゆくだろうかということから始めていただきましょう。 て言えることで，外国からスってくるものは，たとえば

A木材の利用という面から考えて見ると，木材が 桐油でも，あるいは松でも，その糯謹が職るということ

鱒鞠鱒態叫繊形灘岬灘唯鯨綴蝋:懸
材が使われるということの考え と,‘’1，‘","i11,"‘""Ⅲ‘,,,,,,‘11,""",!’"",‘､11‘,",,‘,i‘"""側1,‘"",叩1,,"i",,似""‘’雌 おいては製紙用よりも塗料用の

胃 ＝

方には二つあって,一つは木材． 身林業技術者の ： 方が多かったが,現在は塗料は

そのままの木地を生かした使い ミ ミ 松脂以外の樹脂や,特殊なもの
新春放談 ミ言

方と，もう一つは全然これをく 皇 号 が入ったりして,塗料の方面よ
ずして，なにかの工業原料とし 弓"""､！'‘"‘叩‘I''，"'，側I'"""11''"．"'､'""''’11‘'"’叩11"，’''"''‘"""側''‘'"''‘Ⅲ,“",§ りも製紙の方が多くなった。そ
ての使い方があると思う。工業 れで特殊林産の将来性は，量が

原料として使ってゆくと！､ﾂﾆ ・司会．こ 出席者 ，どれくらい生産されるかという
とで一番考え易いのは，パルプ ことにあると思う。具体的に言

れ小東東鬮赫 できない｡ただ畿家の経済から
そのほかL,ろいろあるが，とり えば将来というものはそう期待

本
あえず大きいものとしてパルプ

か灌至 。墓蝋蝋鯉が考えられる。これは人工で繊

維索を合成できるようになると

会 業学学 庁 産遼はある程度維持できると恩また事態が変ると思うが，そう

ら満飯卒大伊鰯懲簔態誉だ〃いうことほしばらく考えられな
松

いとすれば，依然としてやっぱ

の田島井福藤 でも代用品が造り得るんじやな
り大きい意味を持っている。 c特殊林産の面では，なん

それからもう一つ，いい木材 原

潔講蝋 林ゞ菫信菫、驫灘欝
業彦郎二男三 ．それ臓雛悶篭です｡大程度ずつと存続してゆくと考え 茂

られる。鉄筋コンクリート達の 体造れるけれども，造り得ない

家ができたりするけれども,や、V'織り灘､''雛唯翰のもある｡ただ,遣'得瀧“
ほりわれわれの身近なものにな というのは非常に少くなる。だ

りますと，木材の親近感は意外に強いものと思います。 から量がなかったら問題なくなる。ウルシで言うと，現
董た，もつと美的感覚が識垂するという意味では盛んに 在の需諺惑量が,年に700トンある｡国産は僅かに30 1､ン

なるかもしれない。そういうことで，将来とも一応木材 足らずしかない。したがって輔入品が仮に順調に入って
ばやほり必要だということ#増えると思う。 こなくなったら他のものに変ってくるだろう。木材の方

B 木材についてはそれが豊富にあるという前提が では生産が組織し尭塞する可筒誰があるが，糖殊林産物
あるから今後も相当伸びるということはあるが，特殊林 は全部でなくても徐灸に置きかえられる傾向はある。
産はそういう意味からは問題がある。それは量がないか c そこえゆくと木材はどうしても木材でなければ

ら育成方面が相当行っても，輸入品との競争によってど ならないものがあるから亡ろぴ唯いが，特殊林産物は将
ういうふうになるだろうかということが一番大きな問題 来は非常に危険だと思う。

だ。それともう一つは，量が少いために，たとえばウル B だから農家の龍謹にどれくらい織り込蕊得るか

シでもタンニンでも，過去においては非常に使っている ということと，どういうものを織り込むかということで

が，量が少いために，ほかの化掌方面の奉塞に負けてき す。だから結局農家として取上げられるようなものは若
た｡従って,礪謬鋤童は,量がなければ将来見込がない 千残るが,そうでないものはだんだんすたれてくる。
と思う。ただ，量がどの程度まで発達し得るかという問 D経局，技術的な問題と経済的な問題ということ

》
『

や
》

記
一

垂
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新春放談： これからの林業

いぶん違う。だから質を問題にするよりも，量の方が問

題だと思う。

司会木材利用合理化の見通しについては一。

F 木材については，舞在日本の森隊経営の目標

ほ，大体建築材･を目標に置いてやっている。先程のお話

があったように，将来の識葛ほ，這蘂材よりも工業癖糾

としての罐が出でくるんじゃないかということを部門

別需要等から分析した結果感ずる。工業原料の需冨が非

常にふえてくることになった場合に，樹種の問題や育て

方の問題が出てきたりする。現在そういう問題があまり

考えられていない。やはり昔からの，形質のいい木を育

てる，しかもスギのようなものを一番多く育てることに

努力していると思われるが，その辺，大いに反省し:て翠

ないといけないのじやないか。

A今から木を植えたとしても，収獲するのは20

年，30年或ほもつと先でしょう。その期間には，木材．

加工の痴擶は質を嘘奥することもそう金をかけずにでき

るくらいに進むと思う。だからなにも大径木で，年輪巾

がいくらなければならんということは，今後の造林には

考えなくてもいい，むしろ材よりも収量でいいと思う。

F 木材の需蕊薊から見ても，そういう，量の問題

が非常に大きくなってくると思う。

D われわれは木材という言葉をしよつ中使ってい

るが，舞夷に報という商品ばない。具体的にはスギ，

ヒノキ，ナラ，ブナである。ところが常識的に木材とい

う名前をつけてあるということ，それは非常に葱珠があ

ると思う。というのは，結局ブナであってもスギであっ

ても，木材と言うからにはほかの物盗と全縄垂つたとこ

ろがあるんだろうと思う。綴聴を超越して，木材の利用

できるというふうに鐵術が港ましてくれば，これは権鴬

にとって大きな変革を意味する。大体利用の強輔はそう

いう方面に進んでいるのじやないかと思う。

C ′それは逆行じゃないかね。樹種別に品種を細か
く分けてゆくのが本来じゃないか。

B 僕はD君と同じだ“そうじゃなくちゃ’ハツキ

リしないんじゃないですか。

C たとえば綿にしても，インドの綿とアメリカの

綿は違う。米にしても，九州と蝿首とは別だというふ

うに，溌部鐸となった場合には，やはりなにかを目的

にして，これは人絹パルプを造る，これは紙だ，紙の中

でも上等紙を造るのだ，というふうに，栽培品種が変っ

てくると思う。

E 木材の成分を分けて，広蕊封と針謁封の場合，

質が違う。工業原料になる場合，その原料がなにを目的

にするものか，樹種弱りに考えてゆく必要がある。

だ海。 .

C ･御『的に朧すべてのものは残り得る。経済的な

問題だ。

D 木材はどうしても必要だということは技術的な
＝

問題でしょう。

C もちろんそうだが，繊維素を近い将来に合成で

きればいいが，なかなか簡単にできない。

D技術的に言えば，セルローズの生産はできない

としても，セルローズを使わなくてもいい無機物で代用

できるものはあるだろう。紙の場合でも，われわれは最

近霞で絶対に木材でなければならないと思っていたが，

ある人の話を聞くと，東洋高圧かどこかで，樹脂かなん

かで紙を造り，非常に強靭で経済的なものができ，技術

的には一応解決できた。

A遠い将来のことはわからぬが，いま，そういう

ものができたとしても，やはり繊維素の方が有利らし

い。

B そういうふうに極端に枠にはめてしまえば，桐

抽だってそうですよ。アマニ油などがあるが，値段とか

なんかでやはり桐油は必要だ。ウルシについてもそう

だ｡ほかの産業を考えないで制業だけ考えるとそうだが，

塗料とかなにか研究してウルシの品質よりも，量がいく

らでもとれるような品種を選び，それを黍障によって品

質をよくすることができる。 したがって僕が考えるの

は，林業家が品質のいいものを造れば売れるという考は

間違いで，1本の木から，綴斉的に最も所有者に利益に

なるものをやらせればいいと思う。全体に，材業はほか

のものを考えないでやっている領向があるね。

曇
望

戸

、

I

質よりも量

c ある会の席上で，量か質かという問題で論争が

あったが，年寄は質だという。なんぼ太くてもプカプカ

の木ができちゃ困るという。しかしわれわれはどうして

も量だ。成長量の多いものを目標にすべきだということ

だったc若い人は詮なそうだった。

A木材の利用の方から言うと，賀もある爺鐵毒誉え

なきゃいかんが，量に較べたら問題にならんと思う。

c われわれが鑿識をはかる場合,一番〃鐸でいわ

れるのは立木材積だが，更に利用材稜が考えられる。そ

れよりもさらに進んで，ユ町当りから何トンのセルロー

ズがとれるかということが問題になる。そこで目方の問

題が生じる。

A それが，林木の目方はそんなに巾がない。フ何才

比重は軽いものは0.3，重いものは0．6とか0．7でし

ょう。それが生産の方の赫地1町歩当りの量となるとず

劇
判

〆
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新春放談： これからの林業

Aその場合に，目標としたﾛ齢によって，なにを

選ぶかということが大きな因子である。一つの利用面か

らの生産量といおうか，その仕立方が違うと思う。

B そういう仕立方になるという前提ですか，それ

はいいと思う。ただD君のいうことは，結局これは悪い

から使えないというのでほなくて，化学が進歩したら原

料爬合った使い方に持って行けるのじやないか。したが

って，たとえば松がなかったらブナ，プブｰがなかったら

何，というように，何じゃなくてはだめだということば

なくなるんじゃないかという気がする。

C それも経済的な問題がある。

D そういうことで一つの例として考えるが，ゴ晦

道で現在エゾトドが，人絹ベルプにしても製紙パルプに

しても最上だという理由から，北海道はエゾトドでなく

てはいけないということはいえない。やっぱり30年な

り40年なりの将来の利用を考えなければならないと思

う。だからあすこでどうしてもエゾI､ド以外のもの朧だ

めだということにはいかない。

C それはそうだ。這蘂にはヱゾの方がいいし，パ

ルプにはトドの方がいい。

D だからエゾトドの琴iが進行したら将来も＝ゾ

トドも使うだろうが，成功させるために非常な鶴性を猶

うのならば問題だと思う。

E識資源をどう使うかということよりも，日本

の国土は池方によりずいぶん気候とか土壌力鍵うから，

環寛の差異に応じて，一番よくできる木を育てるという

ことを出発点にして考えていったらいいのじゃないか。

北減首の場合は，エゾトドもあるだろうし，白樺のよう

なものもある。だから，北繊萱で一番多鍾に生産できる

ものから育ってゆくということも考えたらいい。

林産物の消費量

司会木材の需要量が，ここ数年来,建築材だとか

電柱,枕木，土木用材などの用材‘はそんなに蕊っていな

いが，パルプ材だけばふえているね。

C 終戦後、 5倍く．らいになった。

司会結局木材を加工して利用するいう面が伸びて

きた。将来益盈この傾向が強くな鶏と思うが，現在やっ

ているチップポードのような工業は癖的にも，将来伸

びる余地はあるんですか。

A現在は採算的にば上っているというふうにはゆ

かないかもしれないが，将来の木材の利用の仕方として

はああいう形にならざるを得ない。

E 諸外国の例を見ると，合板と識1噸と量が同じ

になっている。日本では繊維板が少ないが,､将来追い越

すと思う。というのは，原木の割がフィリッピン，ボル

ネオからのラワン材･で，舞池の方で工場を作て，合板に

するという動きもあり，叉フイリツピンのようにラワン

材が減って来るから，将来輸入も望めないということに

なる。そうなると薪炭材がそういう繊維板関係にだんだ

ん使われるようになてくるのじやないか。

司会講読の消喪量は，減っているんでしょうね。

B 長野県の上田に行って茄鎚に泊ったら，象んな

ガスストーブですよ。僕はあんなちっぽけなところは木

炭かと思ったら，そうではない。

D ただ木炭の場合，そういうふうに他の燃料と交

替して自然に少なくなるのはいいが，人工的に用材に切

り替える政策をとるのは問題があると思う。現在木炭は

農山村の遊休労働力のためになっている，だから景気が

よくなれば，ああいう引き合わないものはやらないと思

う。大体あれは，不況の時に生産量が多くなり，好況の

時には少くなる。だから景気がよくなってくると生産が

減ってしまうが，片一方からいうと作らざるを得ない。

労力費なんか計算してない。そういう具合にして生産さ

れてきているものですね。

C しかしそれは林業の問題でなくて，大きな社会

問題だ。

D だから簡単にやめさせろというが，そんな簡単

な問題じゃない。

B 話は戻るが，桐油なんかも需謹がどんどんふえ

てゆくが，木炭と同じように，合わないんだよ。

E l露林産については,､需繧量が非常に大きくな

らない以上は，ご[諜的に作っても採算が合わんという面

がある。やはり嶋殊林産もかなり続くんじゃないです

か。中小企業承たいな調子に。

B 作ることが問題だ。漁桐は異野果の塵池で朧1

軒当り16く・らい持っているが，それで毎年生産される

のは3本く‐らいです。所得の2割ぐらいが纈室で占める

というスケールにならないと幟窒なんかだぬだ。

E幟林産については，鍵休省はいつも農家の副

業を指導するけれども，できた璽助の売行きの方途がと

られていない。アメリカでは鐵藍物の価構対策としてや

っているが，日本でも黄本主義国家として続く以上，そ

ういうことをやらなければ衛鼈というものは縮寺し，発

展し得ないと思う。

森林組合

司会民業林業の推進は，森制組合の育成漣負うと

ころが大変大きい。此の間も稲葉さんがもつと森林組合

の育成を考えなければ日本の林業は発展しない，技術的

輿
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新春放談： これからの林業

にも，経済的にも，なにか完成した姿の森林組合の形態

というものがあるのじやないか。森ﾎ絲目合をそのような

姿に育ててゆけば，日本の民有林の問題は大体解決する

んじゃないかと言っておられた。

D理屈としてはなるほどと思うんだけれども，実

際問題として僕は資本主義社会そあれば健全に伸びてゆ

くということは難しいのじやないかという気がする｡だ

から林業政策として，森林組合に代る形態を持ち込んで

きた方が解決が早いように思う。具体性はないが，少し

今の時代に遊行するかもしれないが，国の意思が相当強

く反映されるような会社的な性諾を持ったものを作っ

て，零細な経営を何等かの形で統合できないか，その場

合，むしろ国有林と民有林というものを一緒にして，一

つの経営体というものを作ったらどうかという気がして

るんですがね。

c それは社会党の綱領だよ。（笑声）

，いや，それとは違うんだ。所有権はどこまでも

認めるんだ。要するに紹営権というものを握ればいい。

まあ林学出身者の職場拡張のようになりますがね。

C 現在林学の卒業生が毎年800人ぐらい出るが，

これの職場の問題…･･これは，森林組合あたりがそう

いう按術者を採用してゆくべきだ。

その前にもう一つ問題がある。それは，森林所有者

が，自分の持っている森林（但し零細な森林業者です

よ｡)－から金を生承出す，山は得だという考を持たせ

稚くちゃいかんと思う。とにかく日本の500万の農家は

ほとんど蒋淋を持っている。それを，彼等は草を刈る場

所だとか薪を拾ってくる場所としか考えない。越後あた

りでは，山の中の猫の額くらいのところに田圃を作って

いる。山は，手久れをすれば投資に見合うだけの収益が

上るという思想を吹き込んでゆ力､なければならない。今

の組合の連中は山というものを知らない。組合員の利益

をはかるとか組合員の土地から利益を得させるというこ

とを考えないで，自分達が飯を食うために，組合をどつ

､らに向けたらいいかということばかり考える。

B だから森鰄目合は，纈室のようなものから始め

て，山の人達が，森榊且合にやっぱり加入した方がいい

という恰好に持っていって，それから仕事をするとい

い。森榊目合は木材業者と競争したりしてはだめだ。松

脂を集荷するとか原木を斡旋することによって企業家は

ある程度金を田してもいいと言っているから，そういう

ことをやってゆけばいい。こうなると人の問題だ“眼先

のことしか考えないからやろうとしない。

D僕は何等かの形で国家の意思が経営に入り込ま

なければいけないと思う。

C 資本主義の社会にそういうことはいけな､､。

しかし，識iにいかんということはない筈だ。

個埼の人が腱覚めなければいけないんだ。

Ｄ
Ｃ

林業教育の問題

司会教育の問題で，卒業生が800人も出るという

ことはどうだろうね。今年始めて出るんじゃないか，そ

のくらい・・・･o

C そうじゃない，3年ぐらい前から出ている。

司会いったいどういうところに就職させるんだろ

う。

E 先生になる者が大分あるが，先生は，いよいよ

ない時，という考え方ですよ。ところが考えてゑると，

国有林は大体2,500万町歩の3分の1く．らいしか持って

ない,膨大な民有林があって就I職できないのはおかしい

と思う。

司会国有林は26人採るという話だね。

c 国有林だって100人ぐらい採らなければいけな

いよ。この頃気が付いたが，木材の売買は完全な商業だ

が，商業部分に林学の人が多い。これはやっぱり一つの

職域だ。

司会だとすれば，それに適した教育も必要だとい

うことになる。

c ところが受けていないんだ。それで，木材･を買

い入れるのに方徽術者は要らないと言って，ある会社

では，彬震按術者が錘されつつある。

B 戯職するところがないからそういうところに落
着けるということになっているんだね。

C しかしやっぱり大きな職業分野は，土地を育て

る，木を育てるということでなければならない。

司会 しかし現在の舜盲林の所有形態が，細分化さ

れている状況において，学士さんを傭うだけの大きな経

営単位がない。

c 森林組合あたりだ，共同で学士を傭って，お宅
はこういうふうにしたらいいと常時忠告をして歩くよう

にすれば，今の鍾室は2倍3倍にふえるよ。

B 僕の関係から言うと，纈室なんかは全部林画上

掌方面だ。就職を頼んでくるのはみな遥赫だ．もう少し
ﾎｨ錘化学のセンスを鐸っていれば押し付けることができ
るが，全然ない。学校教育も，僕はもう少しケミカル方
面で教育してゆかなければいけないと思う。

林業行政の一断面

司会 日本の誘業ほ国民経済からかけ離れて居る。

今までの林業が，もっと緬斉の動きと結び付いた林業で
あるべきだ。たとえば生産にしても渦集技術にしても，

▲
》
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新春放談： これからの林業

教育の問題にしても，先程話があった炭焼の問題にして

も，いろいろな面で社会問題なりあるいは経済問題とも

つとくつ付いて進まなければならないといったようなこ

‘とを僕は考えるんだが。

C 大いにそうだ。

司会経済方面の研究が遅れているんじゃないです

かね。

A笥鎮の基本さえハツキリしてないんじゃない

かc

c 今，日本の国民所得が6兆1千憾その中で林

業叉は猟藍物による国民所得は3千億を下らぬと思う。

5％は下らぬと思う。8千万の人口に対して大体400万

の人が飯を食っている。あるいは500万の人間が飯を食

っているかもしれない。これは日本の国民鐸を識寺す

る上において大きい問題だと思う。それについて林野庁

がなにを考えているかというと，なにも考えてない。

E林野庁の政策は明治以来，最初は国有林を大い

に経営して国の財産をふやすということに重点が置かれ

ていたし，最近になると木材や木炭の生産と，治山治水

のこの二つだけしか考えていないのじやないか，もつと

大いに制集を発展させ，国民の収謹力をふやすとかいう

ことは考えていないのじやないかと思う。

A私の方から言うと，木材工業の育成－これは

林野庁になるか遍菫省になるか分らないが，ただ繩張り

争いをしているだけで，どちらも熱心じゃない。通産省

はぼかの鋳なことがあるので，そう熱心にやるわけじ

ゃない。かといって，林野庁の方もそう力をスれている

態勢にはなっていないので，耀漏見放された孤児象たい

なものです。これは，やり方によってば，もつと発展せ

しめ得ると思う。その点，どうも大きいものが1本抜け

ていると思う。

司会要するに柿攻の向うべき方向がどこか外れて

いる感じがする。

A通産省，林野庁，ど､ららか力を入れてくれなき

ゃ困る。

司会原因の一つは機構の問題にあると思うが，ど

うですか。大体赫野行政はどういうふうに変ってきた

か。先程ちょっと話があったような国有林中心主義で，

もっと，洞蒙政策をどうしてゆくか，あるいぼ民有林の

指導をどうするか，また関道誕澤農をこういう方面に発展

させて行かうとb､う指難方針は非常に影が薄かった.と思

う。むしろ現在では，国有林は一応軌道にも乗っている

し，恰好もついているから，民有林を主体とした国土盗

源の壌礎を考え，もつと大きな日本の搾鴬攻策の捲陰に

努めてもらいたいと思う。

C 勉強が足らんのだ。

B絢言赫鐸技術者だよ，問題は。林野庁は育林ま

でやればいいというような考え方を持っている。林野庁

に10何課あるが，その中に澗灌の方面は，制曄課が一つ

だけで，これも僕が纈藍課におって言うのもおかしい

が，繩童課はなにをやっているか，なにもやってない。

剃集の諺垂はﾎ罐行政の如何によって，経営をどうする

かということになる筈だ。育林とか治山とかば一応林野

庁の本筋となっているけれども，澗嘩の方は，他官庁か

ら，木材の価絡はどうか，輸入はどうかと聞かれた場合

に何もないと工合が悪いから，繩産課でふさいでおけと

いうことだけで，林野庁自身がさっぱり林産について考

えていない。飼育がくると，窓口がないから，材涯課く・

らい置けばなんとかするだろうという考で置くだけで，

尭祭は遮灌管が，俺の方でやると言い，ホ睦課ではなに

をやるか，長富に相談にゆけば，まあいいじゃないかと

いうくらいで，実際なにもやってないということです。

司会林業の識淡研究は5年先，10年先の将来のこ

とを考えてやっている，赫野行政もそれと同じように将

来のことを考えて,謝淡刷究にもつと結び付いたもので

なければいけないと言ったようなことを毒職場長が言っ

ておられた。

理 戦前は木材も農富だったし，国内の失業問題や

農村経済など，すべての行き詰った問題を，植民地の拡

大によってなんとか解決した。戦後ば植民地もなくなっ

て，狭い国土で生きてゆかなければならなくなった。そ

れで今おっしゃったことを，今後は大いにやらなげれぼ

いけないと思う。

D 一つほやっぱり，昔からの林学というものの伝

統的なものがあるんですね。その影響というものは非常

に大きいですよ。それでね，現在の林学は，1ぞイツから

発生して， 16，17世記の封建諸侯が雑割拠した時代

にできた官房林学，それが今まで読いていると思う。戦

前まではそれでよかったが，戦後はそれが通用しな・くな

った。そこで問題が起きてきたと思う。

E これからは，林野庁は木材関連産業を大いに発

展させてゆくようにしなければならないと思う。先程か

ら俎上にの造られている減産行政も育泳業と関連産業と

をつないでゆくものでなければいけ廷い･育制潤係でこ

ういうような生産をして供給するから，関連産業ほどの

方向に伸びなさいというふうに指針を与える，関連産業

は･世界的な規模でこういうふうな方向に向ってゆきつつ

あるから，こういうふうに行きなさいと澗築経営の方に

も指針を与えるものでなければならない。そうなってく

ると，さっき鐙話があったような400万を養っていると

いうのが，4倍にも5倍にもなると思う。

蜜
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再び林業教育の問題

D とにかく汐鍔育朧，今も昔と変ってない。ち

ょっと変ったことを言うとよくないんだね｡（祭声）実

際に見ていると，われわれが受けた林学教育よりも，そ

れ以外のことが必要なんだが，必喪なことはなにも習っ

ていない。それで，洞業という狭い社会の中でなんとか

ご霞かしながら通用してきたんですよ。しかし今億それ

が通用しなくなってきた。鐸してからやるH察を見る

と，鐵術者というけれども，実際ほ行政官であり，経営

者である。しかし経営者としての教育をなにも受けてな

い｡それを学校田てから本気になって勉強もできないし，

耳から聞きかじった程度でなんとかやっておるんだけれ

ども，これは私，一挙にそれを要求しても酷だと思う。

C 大学で朧学生を卒業させる時に，今まで習った

ことは役に立たぬから，これからはこういうふうに勉強

しなさいと方向だけでも与えてやればいいと思う。

D この間某製紙会社に入った男が来て，1年間や

って鍬叢したら林学は全然要らないということがわかり

ました，と言っていた。

B 経済を考えない技術者が横行しているからね。

ブラジルから帰った時，いろいろな話をしたが，ユーカ

リは植えてから4，5年で経済的愈間代をやっていると

言ったら，大学の先生達が1そんなことはないという。

それは彼等は所得を回転するために，密植して間伐して

いる。学校で教わった間伐は，全然経済を考えない，木

だけを立派に育てるという考え方だ。それだから大学の

人がびっくりした。

Aそれと，わからないのは，北海蘆で造休の重要

樹種に'､ドマツを指定していることだが，たしかに何十

年，何百年先には立派になるかもしれないが，山を立派

にすることというだけを目標にしていて，経済的に考え

たらどうもおかしいような気漆するんですが， 1､ドマツ

は少くとも使えるまでにば50年は必硬でしょう。

C 40年あれば，なり茨すよ。

A北海道を歩いても，これがトドマツの人工識

でございますと見せられるが非常に少ないんですね。

C ほかに植える木がないから仕方がない。

A しかしトドマツに使うエネルギーをカラマツに

注いだらどうか。

C しかしカラマツはやっぱり限度がある。風のあ

るところはだめだし，湿地もだめだし…･o

B ヒノキさえ植えればスギより楽だから，なんで

もかんでもヒノキを植えているが，ああいうことは経潜

をもう少し考えたらいい。

D 九州に行ったらイチイガシを植えている。なに

にするかと聞いたら，スコップの柄などに必要だとい

う。気の長いことで，120年経った時に必要かどうか｡，

E これは戦争中には非常に奨励されて，イチイガ

シのそれを研究するために，兵隊に行くのを免除された

奴がいる。（笑声）

今の剃集技術の中で特に考えなければならない大きな

ものの一つとして伐期の問麗がある。これをもっと短縮

してゆくことが大きな任務だと思う。品種改良とか，ユ

ーカリを取り入れるとか，肥料をやるとか，いろいろな

ことを，今後の林業技術ほ大いに考えなければならない

と思う。大学辺りもそういうことをもつともっと取り入

れていってもらいたいと思う。

D とにかく林業の経済的な見方の場合にまず問題

になるのは,伐期ですよ。だからあれをもつと短縮する

ということが至上命令だと思うね。

A林業以外の一設の技術の常識から言って，70年

先，80年先は夢のような話ですよ。普通の人に話すと

びっくりしますよ。

園 現在，経営指導員とか澗業技術普及員がたくさ

んいるが，こういう人が普及する場合，一つの大きなテ

ーマとして伐期の短縮，生産期間の短縮をやるべきだ。

D伐期の短縮の場合に，一つは品種改良の問題，

もう一つは利用の問題，たとえば今のような，直径30

センチにならなければ伐れないということでなく，もっ

と細いものも利用し得るのじやないかと思う。

E 現在パルプほ，日本の用材使用量の2割を使っ

ているが，5年後には3割，3,100万石ぐらい使うと思

う。これは25年30年の伐期でもいいし，もっと小さ

くてもいい。最近木材糖化が非常に研究される。これも

近い将来に伸びてゆくと思う。現在炭に焼いている直径

2寸とか3寸の木は，大いに使えると思う。それから繊

維板関係でも，木材を砕いて使うから，もっと小さくて

もいい。大きな建築材の梁などは集成材として使える。

だからあまり大きな木材ほ要らない。大匿材は，なくな

らないように少しずつ造っておけばいいですね。

D 利用の面で細いものでいいようになると，第1

は伐期の問題，その次は鐙出費の節約の問題，此の2つ

が解決される。現在のように経済立地の悪ﾙ､ところでも

安く搬出できる，そうなるとその2つの面でほんとうに

林業の華命的なものになってきやしないかと思う。

E 伐期の短縮淀関しては，森林の肥料をやるとい

うことをいろいろ調査してゑたのだが，大体に於て肥料

をやれば非常に効く。特にいい場合には2倍とか3倍，

材積で3倍ぐらいになる場合もある。 50年経たなけれ

ば達しなかった大きさに， 25年で達している例がいく

▲
一

少

角
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新春放談： これからの林業
‐

つもある。これをもつともつと研究してゆけば，うんと

鰄禰できると思う。

B 肥料をやるということは，短期間に一生を終ら

せるということだね。だからこれは若い時に榧段して間

もなくなら裁果があるが，そうでなければ効果はないと

思う。1鐵後1年か2年ぐらいに，いいものは比例して

大きくなる。大きくなってからは全然変らない。

話が違うけれども，松脂の硫酸拠鯉法がある。夏はほ

とんど分泌量が変らないんですよ。不利な条件の時に硫

酸は効く。成長がある程度まで終った時にば関係ない。

植え付けて1年か2年の時にやらなければならない。ス

ギはどうやってもキリにならない。だからどんな肥料を

どのくらいやってどの程度まで鍵期を露蒲することがで

きるか，それを繕斉的に刷究しなければいけない。

E そういうふうにやって，建築材の場合には20年

く'らいでいいとか，パルプとか工業原料には10年く、ら

いとが，そういうふうに持ってゆけば小さな所有者でも

大い腫澗鐸を潅簔しようという意慾が湧いてきて，自ら
発展してくると思う。そういうところに，伐期露宿の大
きな利がある。この間,鐵農先生から承ったが，イタリ
アのポプラは10年で800石になった。

D年消謹量300万石のパルプ会社が，3万町歩の

造林地で供給している。すると1町歩当り毎年100石の

生産だという。

E それから，制業技術者が背負わされて､､る当面

の問題として，現在木の育ちにくいような高原地帯と
か，あるいは,.繰り返し繰り返し碇採した結果非常に荒
地となっている中国地方の赤土のハゲ山玖たいなところ

を，土壌を改良するとか肥料をやるとか，品種を変える

とかいうことで，生産量を引き上げてゆく，結局生産力

の高い，穎淋を育てる領域をもつと拡げてゆくというこ
とを大いにやるべきじゃないか。騨也林を大いに利用し

てゆくのと同穰に。そういうところにこそ国有林が圭馴『

を導入して進んでゆくべきだと思うがどうでしょう。

補 助 金

司会あれはどうなんですか。瀬戸内海辺りの粗悪

林地ですね。改良するということでやっていたようだ
が，大分できているんじゃないですかね。

c 補助金をやることが行政であるという考をやめ

てもらいたい。今の民有林行政はなにかというと，公共

事業喪をとって補助金をやるということだね。だから薪
炭林改良でも品種娠換でも，着手したら補助金をやっ
て，あとを見届けない。だから林野庁の統計なんか，人

工造林地の面積がいくらあるかというと，補助金の金額
によってわかる。ところが行って承ると，補助金をやつ

たのと面積で違うんだから･

司会補助金をやらないで振興できるという方策が．

あるかないかということだね。

C ありますよ。

D使い様によるんじゃないかね。

C だけれども，補助金即行政という考はやめても

らいたいね。

司会地方庁の林政というのは，今補助金を抜けば

なんにもないでしょう”。

C 按澗詣導とかね。

司会しかしそれにも補助金がついている。

D植えさえすれば補助金がつくというのもおかし

いんだね。

C それは，林業の生産ほど差のあるものはない。

農地なら，米をどこで作っても，それほど値段の差ばな
いし，収益も3倍ぐらいしか差がないが，林木ときたら
何倍も違う。1町歩から5万円もとれる土地にも補助金
をやり，1千円く・らいのところにも補助金をやる。

B しかしどういうふうに分けるかということは難

しいね。

D だから，廃めて，まとめて使ったらどうか。

里

一

壁

屋

句

》

林業技術者

B 僕はつくずく感じてるんですがね。権鴬技術者
は忠実でおとなしいし，安本に行って悪ると，他官庁が
いっぱい来てるでしょう，僕は統制時代おったわけだが

－喋らして承ると，林野庁とか農休省の人間は最もお
となしくて，自分の意見はあまり雍菱しない。それがい

いと思っている。だから僕みたいのがあまり喋ると「あ
れは･ . .」ということになる。もう少し自分の意見を発
表して，いいとか悪いとか言ったらと思う。

函 案を出す時に,林野庁の人は慎重藩して議案を

作ろうとするが，通産関係の人はそれほど慎霊議せず
に，作った案をとにかく企画庁に，「暫定的なものです」
と言って持ってゆきながら固めてゆく。だからそういう
点で非常にズレがある。なにか予算でも取ろうとした場
合に，林野庁関係は慎重審議の案を作る，通産省は桂雛
な案を作って，林野庁が持っていった頃にはもうできて
いる。そういう差がありますね。それと同じようなこと
が，試験場で取り上げる研究のテーマにもある。その点
は非常に慎重過ぎますね。

B 山村菰謹という予算を出しているが，こうすれ
ばどうしよう，こうしようと次盈に考えているから，本

物を忘れてぶつつかってしまう。相手を打診しながらや
ればいいが，いろいろ考えているものだから，本物の方

母

旦司
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新春放談： これからの林業

が棚上になつち霞う･それが-ド手なところだね。

E ニュース・バリユウがなくなった頃に出すわけ
だね。

B 大維先輩がだらしないよ。全体的にほ老成しち

ゃって，どうやって食うかという者ばかり多いから，若

い人はあれを見ると局長なんかになりたくない毛すよ。

局長をしたって，辞めてから社会人と鋳争してやってい

る人が何人あるかというと殆んどない。

E林野庁関係の役人というのは相謹みたいで，

辞めたら年寄になって，相談役かなんかにな･るでしょ

う。ところが，通産省系統の人は高校好球の選手みたい

で，民間に入ってからが職業野球で，真価を出して働ら

く人が多い。だから林野庁関係の人はもつと若だしくし

てもいいんですよ。

D 僕に言わすと，教育の影瀞が大きいね。

C 結局，童た林業教育の問題か。

D われわれが習った従来の林学で， 役人を退職

後，社会人に伍して競争して行こうと思っても無理だ。

.A 一つの例を言うと，たとえば名古屋大学が新し

くできた時に，なにも林学全体の識座を作らなくてもい

いじゃないか，木材工業中心にしたものを作ればいいと

思うが，ぷんなバラまいちゃうんですね。

司会 どこかにモデル大学を作ったらいい。

D なんと力型破りのことをしようと思っても，ギ

ツシリ時間がつまって．…。

僕なんか，学生相手にして喋っているでしょう，ふだ

ん考えているからついいろいろなことを言っちゃう。そ

れがほかの先生の耳に入るとうまくない。

B スポンサーをつけておけばいいね。（笑）

Aやっぱり国有林から送り出すことばかり考えな

いで，もう少し民有林hう攻にほんとうに力を入れなけれ

ばウソですね。

C しかし，営林署長に行政官になれといっても無

理ですよ。

B しかし営林署長,部長，局長になることが一番

の楽しみらしい池。これだｶﾐらだめなんですよ。

C 国有林が1等席で，民有林が2等嬬，大学辺り

が3等席だという観念を破らにやいかんよ。

D ところがね，どうもそうらしいよ。

E しかし学罎育が悪いと言うが，学生の方も悪

いと思う。学校さえ田れぱ世の中漣出て実用的な人間に

なれると思ったらいけない。外国の学校なんか，そうじ

ゃないそうだね。腰を据えて，シャパとかフィリッピン

の制錐を研究しようというような,仕方をしている。

D林学プロパーの先生は，自分の識篭をまじめに

聞いて，いい成績を取れば鐸しても絶対大丈夫だと言

うんだ。その成績がちょっとでも悪かったら，ほかにい

い才能を持っていても，あればだめだという。

C 昔，俺の識険が通らなかったらどこに行っても

だめだと言った先生もいる。

D しかじ学生は本気にするんだ。ちょっと林学よ

り広い面に関心を持っている学生がいると，教授ににら

寮れるんだ。

A これはしかし，学校の教育といっても3年間で

すが，これでどれだけのことが覚えられるかということ

です。それは，出てからの雰囲気だと思うな。

D しかし，学校でちょっとやったということの影

響は大きいですよ。ただ，全然学校でふれていないのと

多少でもふれているのと大きな遠いですよ。

E たとえば，繕斉の学生とか法科の学生億，同じ
外国に行っても，ほかのことを研究しながら学校でいろ

いろ学ぶということをやっているらしいが，澗淳に行く

連中は，ただ学稜にしが承付いている。学校ばかりに依

存してもいけないんじゃないですか。

D しかし，それを全部の学生に要求するのも無理

でしょう。学生なんか，将来のことをなにも言ってない

で入るんだからね。

A学生生活というのは，学佼の勉強が全部じゃな

いから，その余暇を， クラブ活動やなんかもあるんだ

が，林学はそれが少いですよ。

B バラエティーが少い°

E. 明治時代の人は林学に誇りをもって行った人が

多いですが，現在も誇りをもって来ている連中が多い。

司会 じゃあ，大正の末期から昭和の初めの学生は

行くところがないから行ったというわけかね。耳が痛い
ね。（笑声）

，現実がこう変ってきているんだから。

A もう一つは，大学の先生を敦育するシステムが

ほしいですよ。なんにも手許に持っていないんだから。

本だけで，あとは若い時にやった裳設しかないから，も

う少し実際に手をふれるようなチャンスを与えないと技

術方面の先生にはなり得ないですね。

E 技術に関連した，特に自然科学関係の先生はい

いと思うが，林政の先生になると非常にギャップがてき

ていますからね。

司会 もっと林政に力を入れるべきだね。

D ところが逆の方向に行っている．現在の大学は

林政と経営を併せて一つにしている。

E 今の学生が卒業すれば，森林組合にも行ったり

林調麺､普及員にもなったりするから，それ等の人は林

▲
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新春放談： これからの林業

倍ある土地を，しかも生産量というのは1町歩当りに直

すと何10トンという生産がある。だからもつともつと発

展して，多勢の人間が飯を食う場として剃業をやること

によって，非常に国が富承栄えるというふうになってゆ

くんじゃないか。

E最近一般産業の人達が方鐸に眼を向けている。

誰に聞いても言うことだが，日本に天然の盗源としてな

にがあるかというと，たいしたものはない。少しある石

炭もなくなっている。ところが森林だけは，まだ林地が

あまり高度に使われないから，やり方によっては相当生

産力を上げ得る。日本の最大の天然賓源になり得る。こ

ういうものを大いに枅究して，今後日本の工業の原料に

大いに利用しなければならんということを盛んに言い出

してきている。

B けれどもこの章まいったらﾎ鐸技術者は使用人

になってしまうから，もう少し目覚めて，全体として

の，国のたあに尽すような技術とか経営をやるような恰

好に持ってゆかなければ，他の方に食い込まれて，赫築

技術者はたいして要らないという恰好になると思う。

E 現在の林学は，10年前の林学とは品質が変って

きている。前の造林学には育種なんかなかったが，現在

は育種なくして造林は語れない。林政なんかでも林業経

済がだんだん研究されてきて，質が充実されてきてい

る。だから，ホ嬢技術者によって日本の林業を今後大い

に引き伸すことができると思う。

C 日本の技術者は日本の紘業の主人にならなけれ

ばならんということだね。

D主導権を握らなければならんということだ。

B 経済界の他の面も考えて，時代に合うエうな林

業技術をとり入れ，また技術者自身力達にならなければ

なら厳いということだね。

司会では長時間にわたりどうも有り難う。

確り）

政問題を一応基礎に持って，技術普及なりなんなりやら

ないとだめだと思う。

A それからもう少しほかの，林学以外の部分に眼

を転じなければならない。あいつは偏った奴だ，という

ことではいけない。

司会 3年勉強したとすれば，1年の間に林学の本

質，あとの2年は，木材工業なり特産物なり，経済なり

造隊なりと，分れて行っていいと思う。

C 技術としてはそういうように細分化されてゆく

のが本質だ。しかし林業というものを取り上げた場合

に，これは総合されたものでなければならない。あまり

細分されると本当の技術者になって，視野の狭い人間が

でき上る。

司会オース1､リアですか･･ ･林学が農学部に入っ

てなくて，経済学部に入っているところがあるね。そう

いう在り方もちょっと面白いね。

D とにかく，卒業してからやる仕事とずいぶん遊

離してるね。行政官としての知識，経営者として知識が

非常に少いんだね。

B 林野庁なんかも，赫業諺蔬者でなくてもできる

でしょう。逆に権裟浅術者はほかの方は知らないから下

になってしまう。技術は必要ないんだよ。

D林野庁はまだいいが，民間に行った者こそひど

いんですよ。貸借対照表一つ見られないというので，い

つまで経っても重要なポストにつけないとい。

司会結局材業教育というものをいろんな面からも

つともつと考え直してもらわなければならんということ

ですね。

零
」

、
』

林業技術の将来
雲

D僕は学生によく言うんですが，今の剃索はパッ

としないけれども，将来は育種の面だとか利用の面の進

歩によってZ窒巽資本も現在より入り易くなるだろう，そ

れで#鐸が発展ずる°その場合に，今の君達が習ってい

る林学というものは，役に立たないかもしれない。非常

に変ってくるだろう。たとえば森林経理学でも，釦年，
50年, 100年というものを目安に計画を立てるのでな

く，農業に近いものになる。

E今董での沫業経営は，自然力に利用されていた

と思う。今後は自然力を駆使して，人為的な生産量，企

業量にしなければならないと思う。

D そのために，育林の面でも，もつと機械化しな

ければならない。

C 僕は将来*懐は重凄な産拳になると思う。日本

の農地は600万町渉しかない。赫地は4倍あるから，4
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〃木材..業〃 という名をきくとき，山で佳事をしている人凌の耳には，どれく･らい身

近かなものにひびくであろうか？

この文では，暴近の木材.桑の様子と将来について書いてゑた。読者譲兄に木材加工

猿輔の研究なり，実漂なりは澗業,泳学を修めたひとたちが手がけていることを，あら

ためて考えていただき，搾業林産といった両前の発展朧，常に，密接不可分の関係で推

し進められなければならないことを認識していただくための，一つの費料ともなれば幸

いであると考えて，この一文を草した。 ▲
》

戦争まえの加工技術

昭和15～16年以前のことである。

木材が使われた主体は，矢張り建築や建設であり，そ

の加工按術といえば，製材が大部分であった。また，広

葉樹利用の道がひらかれ，各種の工作材料や一部の建築
資材に利用されたが，これらをつくった技術は，製材と

乾燥,鉋震械の技術であった。蓑た，広葉樹を矛幅する

加工技術で大書されてよいものは，新しくその道をひら

いた合板按術であった。

製材．,乾燥,合板などの戦争以前の技術は，い室もな

お，わたくした､ら林業人の記憶に，比較的ぶぢかな存在

として感じられるように思われるのはなぜであろうか？

さて，この時代の製材技術はどんな様子であったろ

う。年左製材機械の改良は多少加えられおっても，これ

といった進歩は認められなかった。鋸の仕上げ技術も，

目立士の思いあがりから，目立士まかせの工場経営が多
かったため見るべき進歩もなく，わずかに，山形県にあ

る釜淵試験地や，秋木機械の影響を受けて，秋田地方で

薄い鋸が使用されていたにすぎなかった。いずれにせよ

原木に不自由をしなかった代時の製材技術に，見るべき

ものがなかったのは致しかたあるまい。

乾燥技術は蒸汽職による加熱方式で，自然換気式の分

室型が圧倒的に多く，操作技術もかなり勘に頼っていた

もので，科学的に乾燥経過を見極める操作法により乾燥

が行われていたものではなかった｡鍬として,焔道を
使用していたものにあってばこの陵向が特に強かつたこ

と源勿論である。しかしこの燭菖式も，わが国の国情と
しては，建巖識の上で；とりつき易､,，アンチョコな方

法として，い蓑だに喜ばれている。

一方合板工業は製品をベニヤといった頃のことであ

り，その品質もよいものではなく，その技術水準は「ベ

ニヤははがれるもの」といった観念が通用されていた時

代のことである。このころば煮沸槽→ロータリー・レー

ス→クリッパー→接着剤混合糟→塗布機→プレス→スク

レーパー→耳摺りといった機械があれば一応は合板企業

が出来たといっても言いすぎではなかった。また，使用

される接着剤ば各工場共，秘密にじていたものである。

製品の大きさも3×3尺9, 3×6尺gがその限度であった。

これらの技術水準を通して，製材,合板，乾燥といっ

たものの以前の鋤|『水準をゑるとき，そこには，比較的

単純作業であ遥だけに林業関係技術者が容易に立ち入り

易い一画をもっていたし，それだけに木材の次の利用渡

態を見極め得るといった，木材に対する愛着を更に深め

得る一つの手段とも考えられたので，林業者としては，

これらの工業に断ちがたいきづなをもったのは無理のな

いことであろう。

このごろの木材加工技術

昭和16年から20年に亘る，第2次の大戦は，わた

くしたちが直接の当事者であったため，戦争という大き

な力が技術の発展を促したことは事実であったが，一面

海外事情に対して眼を塞がれたという大きなマイナスに

よって，相対的にはむしろ按耐罐歩の芽をつまれていた

時代であった。製材といわず，合板といわず，その製品

は，拙速を尊ぶといったところから，粗悪品であっても

とにかく数を多くとの要求で，能率本位の粗製濫造で急

場をしのがなければならなかった。従って，技術的な考

慮など払われる余地は全然なく，まして木材を乾燥する

とか，防腐するとかといったことは．,木材利用者の念頭

に，片鱗さえもあらわれていなかった。

この間にあって，抜澗狛勺な進歩として，強いてあげ得

、

鐸
や

筆者・林野庁研究普及課
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るものは，プロペラの製造をとをして得られた，強化木

鱒豈の痴術的詫淡料であったろう。

かくして，戦争によるブランクを残したまま，終戦を

迎えた木材工業界は製材にも，乾燥にも，合板にも大き

な発展の機会を与えられた。それば戦災健翼という大き

な濡繧と,､駐留軍の嶋鯵糯驍妻の出現であった。前者は目

に見えない大きな需譲として，木材工業界を織斉的に潤

ほしたし，後昔は品質のよいものを厳重な椀査によって

納めさせたため，いやが_圏こも品質向上のための鐵豊凌

術の向上の機会を与えられたのである。

乾燥を見くびっていた製材，加工業者は，おびただし

いトラックボディー材の需葵に眼を丸くしてとびついた

が，乾謹術の未熟さ，否乾燥室そのものがないという

ことに，このときほど地団駄を踏んで口惜しがったこと

はなかったろう。

かくて木材乾燥装置及操作技術に対する研究も大いに

進められ,木材乾燥に，風速を利用しようとする操作法

が確立せられるに及んで，乾燥室の装置は，風速を利用

する設計へと移行した。室外送風の乾燥室（スタートパ

ンド式)，室内送風式乾燥室（インターナル・ファン式）

の出現がそれであり，高周波による乾燥法はさておき，

現在の最も進歩した乾燥技術，それは木材面に80.C～

90｡Cの温熱風を2m/秒の速さで吹きつける方法とい

えるであろう。

このように，乾燥部門力溌展の機会を与えられたあと

の昭和24年頃，駐留していた米軍軍政部は，その残す

べき行政組識の一つとして，林業技術改良普及組織を日

本政府に与えた。それは個倉の林業者をして，経浩的発

展をなさしめることによって，森制探全と森林の生産物

を充分に確保しようとするものであった。その一環とし

ての木材加工普及組織は強力に国内の製材工場の按術向

上による木材利用合理化を叫び，この面よりの森林資源

保持に力を注いだものであり，原木の豊富なときに，作

業能率本位で活躍していた製材工場に歩止り本位の思想

を呼びかけ，大いにその効果をあげたものであった。

製材製品の高騰によって，製品歩止りの向上が,直接

企業採算にプラスを斉らし得るよううになったことは，

この薄鋸使用運動の効果をより一層早くあらわした。農

林省統計調査部のしらべによる歩止りは，27年から29

年の間に2％の増加を示しているが，前記普及員の努力

と工場経営者及び工員の努力の結晶であろうと考えると

き，この歩止り増加の経済的価値と考え併せれば，いか

にこの運動力擬重なものであるかが伺い知られる。

部分的にもせよ，杉材をBWG. 25#で挽いている工

場が非常に増えてきたし，松材のような非常に挽き難い

木でもBWG.25#で挽いている工場が童ま見受けられ

ノ

るのはまことに喜ばしいことである。昨夏行われた，第

1回の全国製瞬凌術茂蔵寅会に現われた使用鋸も25#が圧

倒的に多く，27＃を使用した工場もあったほどである。

挽きあげ時間を重く承る競技会で27#を使用する自信の

強さを考えるとき，いかに鋸の仕上技術が向上したかが

容易に想像できる。

また，アサリの巾が約3.3minもあるBWG. 14#の

円鋸が殆んど影をひそめている事実を考えて奉よう。こ

れが帯鍛溌に切りかえられ，而もアサリの巾が約1．23

mmの23#の鋸を使用しているものとすれば，鋸屑にな

る部分がほぼ'/3に減少したという，きわめて好ましい

舞実に喧面するのである。

蝉技術の諺垂は国情に支配されることも多分にある

が，それでも逐年改良が加えられて鐙り，三井木材のる

べしべ工場では，富士製作所の機械をいれて，日本では

じめてのオートメーシ雪ン・システムコ錫の建設を了っ
たということである。

さて，戦後10年間における合板工業ばいかに進んだ

であろうか。戦時中にその曙光を見田し得た合成樹I謹

着剤は，その後ますます進歩し合板用としても使われる

ようになった。iぅともと社ﾀi秘として公開されなかった

各合板工場の接着剤は，接着剤メーカーの努力で殆んど

各社共変りがないまでに，尿素系あるいは石炭酸系など

の合成樹脂接着剤を使用するようになり，所謂’水にぬ

れてもはがれない合板が製造されている。接着力試験法

の中に煮沸試験をとりいれることなど，戦前の合板技術

者は考えたであろうか。

今日の木材加工技術の進歩をもたらし，ひいては木材

工業の発達を進めた最大の要因は，合成榔旨接着剤の出

現によるものである。さらに今日の接着剤メーカ戸に課

せられている命題は現在程度の品質のものをできるだけ

安価に供給することであろう。この事実を裏書きするも

のとして，合板メーカーが日夜研究して止まな､課題の

ひとつに，接着剤の増量の問題がある。い室や合板用接

着剤としての，現在の合成樹脂接着剤は，特殊用途の場

合を除けば，接着力の点では申分のないものといえよ

う。

合板章の製造技術はこの外に各種の面で進歩した。

これがため日本的な発明試作と相まって，合板工業は先

輩国である米国に大量に輸出するという，鞠苅に朧夢想

だにしなかった馨侯が出現したのはつい一昨羊のことで

ある。このことば合板製造機械においても二，三の例が

みられている。

さて，戦争後，新しく興った工業にせんい板工業があ

る。こんにち，「せんい板」という名は広く知られるよ

うになったが，もともとテックスと言われたときのせん

一
唾

狸、

ー

、

＝
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い板とちがい軟質のせんい板,硬磁のせんい板共に，優

良な建築資材として利用されるようになった。

廃材利用工業として，木材利用合理化の最もよい尖兵

として，時代の脚光は浴びたものの，廃材利用工業とい

うものは，それ単独では企業として成り立つものではな

く，小径級の素材そのものを原料として使用する工業に

発展するものと考えられ，将来性のある工業として，非

常に大きい希望がある。三井木材名古屋工場,秋木矢板

工場，旭川才施道立林業指導所，北海道林業様式会社

(旭ﾉ1I),人吉テックス工業株式会社などは一貫作業とし

て原料木材よりハード溌一ドを製造している工場であ
る。

いたずらに蕊用の大きいせんい板工場の建設Iま，戦後

アスプルンド法が紹介せられたときは夢物語りであった

が，飽くことのない鐸意慾と鐵砺研究への情熱は，遂

にこの企業の実謝上を招来'し，危ぶまれた需震も何らの

鵬念がなく，まことに陽のあたる企業として,その販売は
● ● ●

きわめて楽なものであることを聞かされている。せんい

板製造捷砺は遂いに，昭和初頭頃室では木材加工関係者

の夢であった，狂わない板をつくり出した。せんい板は

人造の板として各種の工作凋料，建築材料としていまや

企業の有望性をうたわれているものである。

次にあげなければならない工業は，削片板工業であろ

う。削片板（チップポード，またはレヂンボンデッド・

パーテイクルポード）はよく知られた商品名，ホモケン

ホルツとして市販されているものである。その製造法は

木材を鉋機械で極めて薄いチップ状に削り，これに接着

剤をまぜ，加圧成型して板に作るものであるが，その製

造工程中にも，童だ解決されなければならない，製造こ

の問題点がある。よい製品を自信をもって市場に送り出

す蓑でに稔，まだ多少の時日を借さなければならないよ

うである。厚さを均一にする問題，これを比較的ながく

もたせる（製品がふくらまないようにする）問題などは

さしづめやらなければならない製造上の問題であろう。

きくところによると，岩倉組のホモケンホルツはアメリ

カその他輝見本輸出が行われたということである。

この削片板工業は，品質に苛酷な要求がされない限り

すくなくとも現在位の品質で充分である限りにおいて

ば，家内工業的に小規模でも製造し得るとごろから，将

来の水利工業でも比較的大きいウェイトを占めるものに

なるのでばあるまいか。ともあれ，この我が国における

削片板工業の発展に一大支障となるような，削片板製造

技術に関する特許の問題が懸案になっているときくが，

削片板工業の発展からゑて果してどんなものであろう
か。

木材接着剤の錨窒はこれまで，われわれが山ではつく

り出すことの出来なかった大きい長↓湖｡，曲り材を思う

ように作ることができるような時代を滴らした。集成材

がそれである。然し現在の集成技術は原料材として非常

によいものを要求して鐺り，小片から大材がつくれると

いう観念的な廃材利用工業ではなく，むしろ廃材製造工

業であるかも知れない。

これからの木材工業

次に，今後の木材工業がどのように進むだろうかとい

う点に思いをいたして承よう。

製材工場における廃材利用が，他の加工技術の進歩に

よって，より一屑進められてくることは，もばや自明の

ことであろう。これらのことを考え併せるとき，従来燃

料以外にはかえりみられなかった製材工場の廃材も，成

板材料として，活きた利用法が考えられるようになって

きた。また，田来た銘屑も成型され燃料として供給して

いる工場が各地にできてきた。して象れぱ製材工場の今

後の方向は従来のような単なる資源節用のための薄鋸オ

ンリーから規絡材生産，能率本位の作業に移行してゆく

のではあ喝まいか。

木材乾燥は，従来のように厚い板を乾燥する必要はな

くなるだろうし，燕阪（4分～8分）を主体に考えた乾

燥技術が確立せられ，スケジュールにのって自働的に乾

燥できる自働操作法による木材乾燥装髄の出現も夢では

あるまい。

合板工業について言い得ることは，各製造機械が各を

バラバラに動いている感じがつよい。今後は各製造機械

の製造能力なども検討され，原木から製品までひとつの

流れとして展開されるオ岸トメーション・システムが合

板工場にも期待できるのではあるまいか。建築家具材料

として用いられる合板の品質を向上させようとする努力

臆各工場で強く払われているが，品質判定の方法が確立

され，きびしい品質按査をうけた良品質の合板がつくら

れるのはきわめて近い将来であるかもしれない。それは

各種の科学測定器が急速な進歩を承せてきていることで

も明かである。

ひるがえって集成材の将来性はどうであろうか。現在

の按砺水準をもって判定すれば，製材，乾燥，驍械加工

などのソリッドな木材の加工技術が確立された上でなけ

れば，良質の集成材は得られないので，まずこれらの技

術水準が確立されることが先決されなければならない。

数年前，「削片板工業は日本では成り立たない」と決

論づけた人があった。それ#ま接着剤の価額が高く，生産

コストは到底需要を呼ばないであろうという理由であっ

たように思われる。しかし，この予言は見事にくつがえ

された。合成測旨工業の発達は良質憩籠鏑Iの生産費をひ

き下げ，削片板生産企業の採算性を有利にした。今後と

▲
づ

ザ

筍

属
《
）
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杉下：最近の 木材工
》
幸
不

もこの企業が伸びるためには，製造技術の上でも，また

工場立地の問題でも，解決すべき諸問題ｶﾐ多分に残され

ているゥ

さいごに

進歩した木材加工技術は，木材を原料として立派な各

種の建築材料，工芸材料をつくりだしてきたが，これら

の材料も将来はさらに進んで工業材料の分野にまで進出

することであろう。そこで考えられるのほ製材製品の悪

を念頭において，木材を使わせないような木材利用合理

化は困るといった議論は，少くとも，大きい将来を考え

た正しい議論ではあるまい。木材を利用する各種工業が

発達するにつれて，それらの加工技術がそれぞれの特性

に応じて有機的に木材を利用法するような，綜合的な木

材利用工場こそ将来の理想型ではあるまいか。

かく懐じきたるとき，これからの木材工業家は，木材

が利用されて，製品となるまでには，総体的に利用歩止

りがあがっているといった，資源利用の合理性を考えて

進まなければなるまい。また，木材工業への原料供給の

担当者として，木材資源培養の任にあたる林業家も称業

経営，育林などの技術にさらに検討を要する点が多たあ

心

るのではあるまいか。

津

割

ー

綜合的な木獄工業に近づきつつある岩倉組苫小牧工場

4聴道立林鶏旨導所のせんい板用ホツトプレス エンドレスルこ抄き出されるせんい板人吉テックス工業
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品種改良の

前鍵のため

には世界中各国からの訪問客の絶え間がない。

デンマークという国嫁は農業園であって，その森林は

国土面積のわずか8％強を占めるにすぎない。この国

で，このように品種改良の研究が進んだのは，逆説的な

言い方だが，この国が林業国でなかったことが幸したと

いってよいだろう。つまり，まず第一に，森林の減少が

急速に進んだため，はやくから森林開拓の禁止，更に積

極的に森林面積をふやす必要がう童れ，人工林育成の時

代にスつたことがあげられる。次に，固有の樹種がきわ

めて貧弱で，プブｰを主とする落葉広葉樹の承といって巽

く，利用価値のある針葉嵩ほすべて外国からの導スによ
らねばならなかったことも重要だ。そればかりでなく，

そのブナさえも，土着のものはチエッコあたりから導入

されたものにくらべて樹型や成長がかなり劣っていた。

このようにして，いろいろの樹種が，林業上かなりの比

重を持ちながら導入されたので，それらのタネの取寄先

による造林成績のちがいがただちに注目されたのも当然
の成行きだろう。その結果，故Oppennann教授によっ

て最初の林木遣伝試験が計画された。

この議験は，ブ，ナの樹型の良し悪しが遺伝性によって

支配されていることをみごとに証明し，林木の遺伝性へ
の一般の関心を急激にたかめるのに成功した。引続いて

多くの樹種に対する産地試験が計画され，それらはいま

でも林業試験場の管理のもとにつづけられている。

一方，さきにのべたように，林業経営上有利な針葉樹

を全く欠いていた為，全世界各地からいそ,いるの樹種の

導入に努力が払われ，その結果，天然には互に遠く切離

されている多くの近緑の樹種がしばしば近接して植えら

れ，その間に雑種の出来ることが珍しくなかった。特

に,約'70年前に開設された農科大学森林植物園では，

そのような現象がしばしば見られたヶこれら雑種の中に

は，いわゆる雑種強勢を示すものが少.く"ないので，交雑

による林木の素質の向上を謝待するようになるのも当然
の戒行きだろう。

C.SyrachLarsenはこの識刺直物園にいてこの現象

に注目し，はじめ人工交配によってモミ属の種間雑種を

作ったが，次いで，当時イギウスで毒美された， スコ

ツ1､ランドDunkeld産の熱種カラマツの成績に影響さ

れ，カラマツ属を主材塀として研究を進めるようになっ
た。

種間職種C研究は他国でも行われていたが, Syrach
Larsenの研究は，材料植物を単にSPeciesとしてでな

く個体としてとらえた点で他と異なっていた。これは彼

の卓見によることは勿論であるがj Oppermannのブナ

の遮伝試験によって，個体間の差の大きいことが明らか

にされていた事実も与って力があっただろう。 こうし

て，種間奏雛は単にある桜腫と他の樹種との菱雑ではな

く，それぞｵ､選ばれた個体間の交雑となり，その両醗個

に』

戸田良
圭
口

(30,12,7受理）

■一一一

まえがき

1952年にスエーデンのLindquist教授が来訪され，

わが国の*鐸界の硫重改良に対する関心に再び火をつけ

て以来，猪熊,高禰河教授の帰朝報告等によって海外の

適養ぶりがしきりに紹介され，わが国の育種熱はかって

ない程にたかまっているように思われる。この間，国有

林をはじめ多くの府県でも精英樹選抜による育種湾諜が

蕎手され，また最近でば王子製紙会社の育爾冴究所の設

立が薙蕊されており，育種活動ばほぼWi道に乗ったよう

に見える。丁度このような時期にあたり，私は思いがけ

ず1年間デンマークへ留学の命を受け，同国とその近隣

数カ国の実情を見愚機会を恵蕾れたので，その見聞の概

略をのべ，我が国の事業の進め方について私見をのべて
ぷたい。

北欧における林木育種の概観

スエーデンの状況はすでに識昌教授によってくわしく

紹介されており，また最近では廣掘教授の旅行記も出版

されているので，ここにこ童ごまとのべたてる必要もあ

るまいと思う。それで私は，現在全世界で行われるよう

になって来た〃個体選抜一凋鍾園〃方式がどのような

背景を持って育って来たかを大づか象にのべて承たい･

個体選抜と，その無性繁殖による採種園という現飼＊

木育種方式をはっきりと虹立てたのはデンマークのC.

SyrachLarsenで，彼こそこの分野での全租界の指導

者といって言いすぎではあるまいb彼がひきいている育

種研究所すなわち王立鉾I大学付属H6rsholm樹木園

筆者･林試宮崎分場育種研究室長

－－16－
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戸田：品種改良の前進のために
－

体の無性繁殖が大きな問題としてとりあげられ，園芸方

面で発達していたﾂギｷ技術の導入により, ﾂギ'ｷ苗混

植による採種園の構想がここに成立した。
SyrachLarsenがこのような櫛限を予報的に雍捷し

たのが1934年，学位論文としてくわしく発表したのが

1937年だった。これらがただちに学界から正当な評価

を受けていたならば，洞永の品種敏良の仕頚は10年早

くはじまっていたに違いない。しかし，当時はちょうど

コルヒチン法の発見によって倍数控育種が異常な関心を

集めていた時で，上のような，どちらかといえば地道な

考え方は一般の注目をひかず，わすれられてし寮つた。

わずかにスエーデンで，当時王立澗誇学の講師であっ

たBbLindquistが民間ｵ榛会社をかたらって実負蠅●k

育種潟会を設立し，民間の種苗研究者HoIgerJensen

の溌力を得て，この方式，すなわちエリートの逮誠とそ

れのツギキによる採種園をつくること，による品種改良

に乗り出したのが唯一の反響だった。しかもこの動きさ

えも,.当時瓢に活動をはじめていたスエーデン林木育種

協会研究所（ここでは倍数桂，種間蚕雑による品種改良

を主にとりあげていた）の反対によって，数年後には活

動を一時繧止せねばならなかったという (Lindquist
談)。その後，倍数性育種がほとんど見込のないことが

あきらかになり，種間雑種による方法も一般的には急速

な実用化をのぞめないことが大体はっきりして来た1945

年頃から，スエーデンでは再びこの方式がさきに反対の

態度をとった剃赤育種協会靭究所の手によって描墜され

るようになり，広く諸外国でも1950年頃から実行に移

されるようになった6

一方，デンマークでは, SyrachLarsen自身は品種改

良の篝蒙化を積置繭勺には稚進せず，満業界からもはじめ

の内は別に募窪も出なかったように思われる。Syrach
TRTSenは更に専心実験を続け，着を材料をふやし，こ

の為，これまでの森林植物園ではせますぎるようになっ

たので1937年から後には新にH6rsholrnに約15ha

の樹木園が謡ﾅられ，学生の樹木学実習用を兼ねて，主

として育癖ｵ料の鐸にあてられるようになった。

この間デンマーク国有林では，タネ品質管理委員会を

作り1936年以来活動していたが，1948年からは一歩を

進めて国有林育租菱易が設けられ，すぐれたタネのとり入

れ，配布，保存にあたると信時に，樹蒐的な品種改良の

実行にあたることになった。はじめ, SyrachLarsen自

身でその逼塞にあたることが讓鑿されたが，同氏はそれ

を望まず，門下生の1人を所長として送り，自分は顧問

として参加するにとどまった。

それに前後して南S=112nrl民有林育種協会が作ら

れ，区域内で12の蒔盲営林署が面積に比例した分担金

を出してその活動を支持している。そのほかヒース協会

もヒース地帯の特殊な要求のもとに品種改良事業に乗り

出し，また，マッチ原料のヤマナラシ材の保続の為にマ

ッチ会社の支出によって荊噸ヤマナラシ交配育苗場が経

営され，一般に苗木を供給していあ。なお，これらデン

マ戸-ク内の育種活動は互によく協力し, SyrachLarsen
によって全磁勺に指導統制されている。

これらの品種改良機関が現在最も力を入れているのは

淵騒カラマツ（日本カラマツ×ヨーロッパカラマツ）の

タネの生産で，初期に開設された採種園ではここ1～2年

少量ではあるが事業的規模の生産をあげはじめている。

その他の樹種としては，上にのべた淵鍾ヤマナラシが一

応実用化（採算的にはかなりの欠損で，また最近著しい

病害の発生があってその将来が危ぶまれている）してい

るほか，ヨーロッパトウ岸，ヨーロッパアカマツ，ダグ

ラスファー,ブナ,ナラ，1､ネリゴ等についてもti到累が進

められているが，これらの樹種については現在のところ

まだツギキ木の比較による選抜木の逓伝性推定(Syrach

LarsenのtreeShow), 試験的人工交配に手をつけは

じめたところで，実用化にはまだ遠い。スエーデンで

も，マツの採種園の開設がいま進展している途中にあ

り， まだ実用規模の生産をあげはじめているものはな

い。

垂
》

Q

、

『

わが国の状況への友省

ここ1～2年，ヨーロッパの状況がわかって来て，わ

が国でも育種熱が高くなって来ると同時に，外国での進

歩を非常に大きく評価し，はやくそのマネをしないと取

返しがつかなくなる，というふうな話を耳にするように

なった。このような意見は一面ではまことにもっとも

な’本当のことだが，三脚繭では非常な危険をはらんでい

る。たしかに，‘鐸にはいわゆる一日の長があるが，わ

れわれはまず無用のあせりを取除かねばならない。私の

感じでは，どうも外国の成果というものが誇大に紹介さ

れているように思う。

たとえば，前にリー友一ズダイジェストに紹介されて

いたアメリカのPlacervilleの藻識にしても，あの記事

を読むといかにも木材生産が一挙に畑音かにあがるよう

な感じを受けるが，実はこの研究所は学問的には興味の

ある調責を数多く出しているが実地制錐に応用できるも

の肱まだひとつ,もない。オランダで耐嶽生のニレの育成

に成功したと伝えられたが，これも耐満生個体を得てい

るだけで木材生産の役に立つ脈鯖幽腿良品種はできてい

ない。スエーデンのマツの癖園にしても，紹介記事を

承ているとそのようなタネが夷喋挺造休されはじめてい

るかのような印象を受けるが，私は実地にそれを見て，

垂

ー
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牙

どこの採霞園でも木がまだ小さく，しかもまだ植込象が

すんでいないことにも錘した。私は舞池を見なかったの

でよくはわからないが，本当に育種の成果があがってい

るといえるのは，イタリーのポプラだけではないだろう

か。そのほかは，本当にまだはじめたばかりといってよ

い。これらの国をで，育癖業の成果であるすぐ・れたタ

ネや苗木が実際的な錨莫で使われるようになるにほ，今

後かなりの年数，おそらくは10年以上の年数が必要だ

と思われる。その期間内には，われわれとしても-1分彼

等に匹敵j-るだけの成果をあげることができよう。

とはいっても，これはわれわれがすっかり安心してい

いということではない。彼等の育憲湾穆農がそれほど週蔓

しておらず，試認Wf究の面でもわれわれの予想を越える

ようなものはなかったけれども，それでもたしかに一歩

先んじたものの強象を持っている。従って，われわれが

これに追いつき追い越す為には, 1謹育種事業を担当す

るもののほか，搾篶界全般,特にその指導者層によほど

の決意と努力が要球される。以下，われわれの側にある

欠陥をとりあげて論議して象たい。

まず第一に，種苗問題の重劉生をなお一層理解する必

要がある。ウリのツルにはナスピはならぬ，これは生物

産業の鉄則なのだ。もちろん鍵寛の良．し悪しは生産に大

きな影響を持ち，特に林業では鍵業などと比較にならぬ

ほど環寛の影響が大きいが，それだからといって遺伝的

素質の重蔓牲は少しも軽くならない。与えられた鎚覚を

生かすも殺すも，それはそこに植えられる苗の素質にか

かっている。調生の悪い苗を造林することは国土に対す

る罪悪だということを，はっきりと意識してほしい｡精

調剴を象つけることが育種なのではない。まず第一にし

なければならないことは，次代の赫沐から素質の悪いも

のを閉め出すことだ。一方では鳴物スリで精鈎勤さがし

が行われて諮りながら，他方で朧相変らず形の悪いマツ

からタネがとられたり，間伐木からスギのサシホをとっ

たりということが行われているというのは，コッケイと

いうにはなさけなすぎる現象だ。

第二に，彬篶の実鐵菌で働く人,々，特にその擬尊者ク

ラスの人凌には，第一鋪研究者の意見を尊重し，かつこ

れを理解することを要望したい。なぜ，わが国の指導者
たちほ，その配下にある研究者の発案には耳をかさず，

外国での成果の声を聞くとあわててそれに追随するのだ

ろうか。現在国有林その他で行われているいわゆる精英

樹選抜事業は，多くの人はこれをスエーデンのマネと思

っているようだが，実は，これは立派な国産品なのだ。

ヨー戸シバとの接触が回復され，スエーデン等の状況が

わかって後に多少足りなかった点を修正はしたけれど

も，その基本線は戦後の不自由な，しかも外国との連絡

を絶たれた環境の中で，われわれ林業試験場の若い研究

者の討論の結果として生れたものなのだ。その頃の事情

については私の訳したLindquistの著書のあとがきの

中にややくわしく書いておいたからここにはくりかえさ

ない。

わたしは北欧数カ国をぎわって同じ分野に働くかなり

の数の研究者に会うことができたが，そのだれをとって

みてもわれわれのなか童よりすぐれているという印象は

うけなかった。それどころか，わたしの受けた感じで

は，むしろ日本の若い研究者の内のだれかれの方がはる

かにすぐれているとしか思えない。それだのに彼等には

着倉と仕事をつんで大きくのびるものが多く，我盈の側

では多くのものがたいした仕事もせずに終ってしまうの

は一体どういう理由によるのだろうか。われわれ研究者

自身の欠陥もも､ちろんあるのだろうが，はなはだ不満足

な研究環境の圧迫のほかに，言いすぎかもしれないが，

実際林業界から無視されていることもひとつの大きな原

因になってはいないだろうか。実際面からの謝待と協力

がないとき研究者の活動をささえるのは功名心だけであ

り，中年に達し功名心が鈍ると同時にその研究者は沈溌

の中に眠り込むようになるだろう。

第三に，育種組織の強化を希望したい｡．．

現在行われている精英樹選抜育種事業は，その少し前

から林業試験場で実施していた比較的小規模な計画を骨

組みとして，これをいそいで全国規模に鉱大したもの

だ。その為，その方法書こそ十分の討議を経て慎重に決

定されたが，これを実行して行く組織については，単に

"営林局が担当し，林業試験場力扮担する。総合調整は

林野庁が行い，ホ鐸試験場が参画する〃と定ぬられただ

けで細い勧告は何ひとつなされていない。こうして，こ
の事業の運営は，局造林課種苗係の一職員が他の用務の

間にこれを進めて行く，という形になっているようだ。

ところで，品種改良というのば，私が前に強調したよ

うに, 1職ではなくひとつの蘂業として考えられなけれ
ばならないが，それにしても，その実行にあたって最も

杓子定規のきかない事業なのだ。10年20年の先を見と

おした方針を立て，その方針にもとづく記録を確実にお

さえ，なおかつ日を担当者の創意による材蕩方法の取捨

選択を行って行かなければならない。はなはだ失礼だ

が，現在の状態で各営林局にその能力があるだろうか。

また，分担，援助，参画することになっている試験場

に，上のような態勢にある営林局をささえ，この事業の

成果をあげさせる能力があるだろうか。結局，何年かの

後に，何太かの精英樹をえらんでゑたけれど，結局それ

だけのことだった，という承じめな繕果挺ならないと保

証できるだろうか。私にはそのことが気になってならな
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ところでば，蚕雑によって必ずよいものができるという

保証ほない。また，得られた緊罐の成長が仮によくと

も，思いがけい欠点を持っていないとは限らず，十分の

検定を経た後でなければ実際制業にこれを普及するわけ

には行かない。北欧でひろく造称されはじめていた剃鍾

ヤマナラシ(Populusbgemula×P.セemuloides)が，

約12年生まではきわめて良い成績を示していたのに，

それ以後になって著しい病害を被りはじあ，その将来が

あやぶ髪れるようになって来ているが，これは種間弗睡

等の性急な造称に対するよ､藩告といえよう。つまり，

これらの方法は,圏乍物のように1世代の短いもので臓

琴鐸として行われることができても，1世代の生産期間

の永い林木では，蓑だ実羨,研究の段階以上には，少く

とも現在までは，出られないことをあきらかに示してい

る。

これに対して精英樹選抜方式は非常にそぼくな理論の

上に立っていて，ぼかの方法のように，魅力はあるがし

かし危険をふくんだ識蚤を求めず，着実な一歩前進をめ

ざしている。もしまちがって前進が得られなくとも，そ

の為に逆に退歩することは考えられず，まして何等かの

思わぬ危険を導くこともない。というのも，この方式に

よって得られる栽培材料が，種聯確や倍数体のように

全く新しいものではなく，すでにわれわれがそれについ

ての縄険をつんでいる普通の造林樹種だからだ。

だが，繕葵捜攪副友の方法にも，やり方をまちがえると

全く危険がないとは言いきれず，また十分な成果をあげ

難いこともあろう。このようなやりそこないが起らない

ように，この方式の基本的な考え方をここに再ぴばつき

りと浮きぼりにしてみたい。

選抜篝諜の第一線で働いている人をと話をしている

と，この人左がしばしば〃精英樹とよばれる特剃の木〃

があると考えておられるような気がする。こういう考え

自体には何も危険はないのだが，しかしこのような考え

が出て来るもとをたずねれば，それば選抜芦建設に対

する理解が足りないことから来ているのではないだろう

か。精英樹というのは，私がまりぬきの木，あるいは単

によりぬきと訳したように，くだいて言えば，ほかの木

よりもずばぬけてすぐれた木，として定義されている。

ある木がほかの木奉りもずばぬけてすぐれているかどう

かは，見る人の考え方にかなり支配されるから，同じ1

本の木を1人は；譲封としてとり，他の人はそれをとら

ないということもあり得る。値人個人によって判定の結

果がひどく違うことは困るから，方湛書にはひとつの基

準を設けてあるが，それでも事情によっては基準に達し

なくてもあえてとる場合もある。

つまり，別の考え方をすれば，この木はほかの木より

い◎

担当者ほ雷ず何よりも，よい品種を作るのだという熱

意にもえていなければならない。次いで，計画の細部を

適当な時期に立案する為に，また事業の進展にともなっ

ていろいろの障碍が必ず起って来るがそのような事態に

対処する為に，この計画の内容とその意味とを十分に理

解しておく必要がある。その為には，ただ方法書を読ん

でおぼえるだけでなく，植物育種法全般に対する理解が

ぜひともほしい。更に，必要な記録を，だれにでも利用

できる形で，確実に残しておかなければならない。これ

を怠ると将来必ず材料の混同が起り，永年の労苦解全く

の水泡になってしまう。

これだけのことを，他の要務を兼ねた職員に要求する

ことばとてもむりだろう。また林業試験場の協力があれ

ばできるかといっても，職員個人の善意ではどうにもな

らない官庁のセクショナリズムの為，その成果はきわめ

て疑わしいといわなければならない。

品種改良は大きな事業であって林業試験場の溌模で手

に負える仕事ではない。これを営林局で担当するように

したのは全く正しかったと信じる。ただ，その営林局の

態勢が今のままでよいとはどうしても思えない。林木の

成長が1割でも大きくなるならば将来における利益は非

常に大きいのだから，かなりの盗本をこれにつぎ込んで

も十分引合う筈だ。組織とその運営についての反省と改

善を希望したい。

淫
」

、

い

育種方法特に子供テストに対する考察

かつて，林木育種の研究といえば，何でも彼でも種間

菱燕を試承た時代があった。また，いわゆる品種調査が

やかましく言われ，或る樹種の自然集団の中にどんな品

種が区分きれるかを熱心にしらべることが行われた｡次

いで1940年頃から倍数性の問題が注目をあび，育種を

口にするものでコルヒチンをあつかわないものはなかっ

た。いまばまた，いわゆる原子力の平和離荊用の一環と

して，鑑ｵ性コパルトを利用するガンマーフイールドが

新しいホープとなりそうな気配がする。

これらのことすべてほ，決して全く無駄だったわけで

嫁なく，また将来ふたたび大きくとりあげられるように

なると考えられるが，少くとも現在ではその大音鰯･は影

をひそめ，いわゆる精英樹選抜による方法が全悩界至る

ところで力をいれて実施されている。ことばをかえれ

ば，この方式によってはじめて，林木の品種改育はひと

つの鍵になり得たのだった。
たとえば種間交雑の方法，これば農業の例そもあきら

かなよう､に，現在の林木よりもかけはなれてすぐれたも

のを作る方法として期待されるものだ。しかし，現在の

一
《
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もすぐれた子孫を与えるだろうと判断される木を精英樹

と呼んでいるにすぎない。だから，どんなに見ばえのし

ない木であっても，その子供が他の木の子供よりよいだ

ろうというはっきりした理由があるならば，それを精英

樹としてとって一向さしつかえないのだ。

ところで，或る木の子供がよいか悪いか，これは子供

をそだてて承なければわからない。しかし無数にあるﾜk

のそれぞれの子供を皆ためしにそだてて承るわけには行

かないから，われわれは親木そのものがすぐれているか

どうかでこの判断をつけ，それで満足するよりほかな

い。からだが丈夫で頭もよくすがたも美しい子供がほし

ければやはりそのような配偶者を選ばなければならない

のと丁度同じで，人間の場合はまだ親兄弟を見るという

手があるだけ判断はつけやすいが，木の親兄弟はわから

ないのが普通だから当のその木の良し悪しで見るよりほ

かばない。だれが見てもこの木ならぱと納得する，それ

にはこれだけの条件を潤していなければ，というのが方

法書にあげられた基準なのだ。

人間の場合にも，すぐれた人の子供が必ずしも優秀で

はない。トビがタカを産む例もあれば不肖の子も世には

多い。しかし平均的に見れば，親が丈夫ならば子供が病

気することも少く，頭のよい親の子はやはり学校の出来

が良いのが普通だ。精英樹として選ばれたものの中に

も，あまり良い予供を作らないものがかならず見出され

るだろう。このような木は，子供があまり良くないこと

があきらかになったならばすぐさま精英樹リストから除

き，その子孫をふやすことをやめなければならないが，

その判別のできる時期はずっと後になる。それまで実用

化をく・ずぐず待っているわけには行かないので，このよ

うな蕊かけだ飴しの淵英樹をも含めて，平均的には普通

のタネよりはいいだろうということをタヨリに，タネト

リに使って行くわけだ。なぜなら，精英樹をある程産数

多く集めれば，その中には本当にいい子供を出すものも

かなり含まれるだろうし，一方それ以外のものの中に

も，一般の平均よりひどく劣った子供しか作らないもの

は非常に少いだろうから。

ここで問題がふたつ出て来る。ひとつは，劣った子供

を出す木をはやく確実に承つけてとりのぞくこと，もう

ひとつは，子供テス1-前に開設される実用採種園はあま

り数少いクローンで構成しないこと，またサシキ苗造林

の場合にば同じ林地に植えられるク画一ンの数をあまり

に少くしないことだ。クローンが少ければたまた蓑それ

らの大部分がうわくだけの精英樹で子供はどれもたいし

たことがないというようなことが起りやすいばかりでな

く，造林木の遺伝的素質が単純すぎることになり，思わ

ぬ大被害を受ける可能性もたかくなる。

一方,子供テスト，つまり，それぞれの親木の子供を

くらてぐ合わせてその綣果から鮴として適当かどうかを

判断すること，これは言うのは簡単だがいざ実行すると

なると全くむつかしい。選抜育種鐸が将来かがやかし

い成果をあげ得るかどうかは，もっぱらこれが成功する

かどうかにかかっているだろう。子供テストのやり方

は，サシキのできるものとできないものとでかなりちが

う。しかし，それ等に共通にいえる困難として，立地条

件の変動が大きい為試験地を取りにくいこと，がまずあ

げられよう･かなりの数にのぼる精調劉の子供を1カ所

または数カ所で互に比較しようとしても，日本のような

山国ではそんなにそろった試験地をとることができな

い。またそれより重大なことは，或る木の子供がある立

地でI濁一ぐれていても，他の条件のもとでもはたしてす

ぐれているかどうかわからないことだ。ヒノキの成長が

肥えた土地ではスギに劣るが，土地が乾いた所ではスギ

に優る事実はよく知られている。同じようなことがスギ

なりヒノキなりそれぞれの中でも個体によって認められ

るにちがいない。変化の幅の広い立地条件のそれぞれに

適当な試験地をとることなど， 童ず不可能といってよ

い。条件のそろった1枚の試験地がとれるところは立池

条件の面からみるとたとえば火山のふもとなどのように

非常に限られたところだから，そんなところで得られた

緒果を全般に押し広げて考えるわけには行かない，とす

ると，われわれはどのような方法をとればいいのだろう

か。

サシキのきく樹種でのもうひとつの困難ほ，サシキ苗

が親の遡云的謂質の差を必ずしもはっきりとは示さない

ということだ。このことは福田孫多氏が前から主張して

いたところで，またセンペルセコイヤなどのサシキ苗が

いつまでも枝のようなそだち方をするという極端な形で

は昔から知られていたことだが，まつすぐに育っていて

もいろいろの生理的性質に同じクローーンの中に差が象と

められ，従って成長などにも差がありそうだというこど

が最近になってようやくはっきりして来た。そうなる

と，かなり年とった親からとったサシキ苗の成長が悪く

ても，それは親木の遥匿性が悪いのかそれともそれらの

苗が全能力を発揮できる状態に（内部杓に）なっていな

いのかがわからず,溌木の良し悪しを軽たしくは決めら

れなくなる。

だが，サシキのきかない桜魔での困難は比較にならぬ

ほど大きい。いちばん簡単にできるのは,蕊抹そのもの

についたタネを集めて苗木をしたて，それを比べればよ

いわけだが，選ばれた精謁鋤は互に遠くへだたっている

のだから，それぞれにかかって来る花粉は全くもがい，

その良し悪しを知ることはできない。このように父親心

！
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わからない子供での比較は母親の素質をたしかめる方法

､としては全く不十分だ。事実，スエーデンの育種､陸所

では，このような比較によって母親の差を見出すことば

不可能という龍諭を出しているが，これには上の理由の

ほかに，雑多な父親からの花粉がかかって来るので一群

の子供の中の変動がはげしいことも手伝っているのだろ

う。 この変動を小さくする為には人工交配によっては

っきり両親のわかった子供を作って比べる以外に手はな

い。ところがこれがまた大間題だ。鰯封の数が少なけれ

ばいいが100氷も精謁劉がえらばれれば，その組合せの

数は約5000となり，とうてい実行できるものではな

い。この沢山の組合せの中からわりあいにわずかの組合

せを選び，しかもなるべく効果的に親の性質を判定しよ

うとする場合，一体どんな方法をとればいいのだろう

か。おまけに子供の性質は両親の牲痩の中間とはなら

ず，或る親と交配してよい子供を出すものが他の親と交

配1,てもやはりよいとば必ずしも言えないのだから。

私はこのようないくつもの難問に対して，本当のとこ

ろは，どうすればいいという答を知らない。だが，そう

だからといって，何もしないでいる訳には行かない。そ

れで，次に私がいま実行可能で鍵善と思う方法を私案と

してのべて見たいと思う。

あきらかにこれは不可能ではない。精英樹選抜の成果

を一日も早く実際林業に及ぼす為に，われわれは選抜木

の子孫を子供テストを経ないで林地に植えて行こうとし

ている。しかも，遺伝的にはすぐれていないものが植え

られる危険を考えに入れて，数多くのクローンの混植が

すすめられ，またミショウ苗を用いる場合にも採種園の

クローン数はなるべく数多く，ということがいわれてい

る｡だから，現実の林地でこれらの各系統をあとづける

ことができさえすれば，実際林業の行われるすべての環

境条件のもとで，選ばれた各精英樹のよしあしをはっき

りと見きわめることができるはずだ。

話を簡単にする為，蓑ずサシキのきく樹種についで具

体的腫のべてみよう。

先ず,育種区域を設定する。多くの場合，これは一営

林局管内となるだろうが，場合によってはこれを更に区

鍾雰慈雪灘慈麓鰯f?"
に5～8の標準クローンを定める。これは，その育種区

域の中のすべての新植地に混ぜて植え込まれるべきもの

で，その成育状態によって造林地の立地条件を表示する

ものとなる。このような共通の標準クロージと比較する

ことによって，別盈の造林地に植え込まれた異なるクロ

ーンの優劣を較べることができよう。標準ク画一ンをた

だひとつにせず複数にとったのは立地適応性の変異を考

慮したもので，その為，そのおのおのはなるべく異った

タイプのものであることが望ましい。

九州地方のようにすでに多くの在来サシキ品種力城立

している場合にば，標準ク画一ンはこれらの内の優良品

種から選ぶのがよいだろう。ただしその品種を区域内の

一部から集中的に選ばず，また在来の苗をそのまま使わ

ず確実に1本の木からふやした〃ロ伊-ンを作りあげて使

うことが大切だ。在来品種がない場合には，新に選ばれ

た精麹鋤からとるほかないが，なるべくすぐ今れたものか

ら選びたい。ただしこの場合には，はじめの増殖がなか

なかはかばかしくない場合が多いから，はじめから標準

クローンを定めず，増殖が軌道にのったものから順次指

定して行くのがよいだろう。

標準クローンの識別には，地域内で統一した色を定

あ，苗木，立木ともその色のペンキを塗って表示するこ

とにする．

育種区域の中に分区を定める。これはひとつの苗畑か

ら苗木を供給する範囲と考えてよいが，大体営林署の管

区と一致すると思われる。分区では，その地域内で選ば

れた精英樹のサシキ苗を増殖し，標準クローン，普通養

成苗と共に造林地に混植する。精謁蝋Iクローンの謂賜ﾘに

はやはり色ペンキを用いるが，この場合は数が多くなる
■

嚢

、

子供テストを兼ねた事業造林の提案

方法書によれば，精蕊鐡を選走したあと，サシキ苗を

遥赫用に供給しまた採種園を開設すると同時に，サシキ

苗または人工交配によるミショウ苗を用いて次代検定林

を設ける，と鐡遷されている。比較されるべき多数の材

料を一カ所にまとめて植えることは，ひと目で材料のよ

しあしを見せるのに非常によい方法で，また，試験地が

自由に取れるような場合には賎密な結果もたやすく計弊

することができ，最も望ましい方法といえよう。少くと

もデモンス1､レーションの目的だけにでも，このような

試験地をいくつか設けることは方法書に規定してあると

おり必要なことといえる。

しかし，精英樹各個の優劣を厳密に判定するデータを

軍る為には，このような固定講義地の方法は，少くも日

太のように地形の複雑な国で臆，現実から離れた，そし

て効果のはなはだ乏しいものといわなければならない。

中村教授が最近しきりにプロジェニーテストが不可能で

あるというような発言をされているのも，その真意はこ

の辺にあるのではないかと推察する。われわれはもつと

着実な，効果のあがる方法を工夫しなければならない。

固定認識地では駄目だとすれば，試験地をとらない方

法が考えられなければならない。試験地をとらない方

法，そんな方法が果してできるだろうか。

■
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ので，例えば赤－黄とか，青一黄一緑というふうに2単

位或は3単位の組合せを使う。同じ色を重ねて使うこと

を許せば7色を用いて2単位でも49通りの組合せが考

えられ，普通はこれで十分ではなかろうか。他の分区か

ら移入する場合が考えられるが，その際は上端に白また

は黒をふやして1単位多い組合せを用いれば混同がふせ

げるだろう。

測直の方法や歩合も問題になろう。理想をいえば各ク

ローンを系統的に藤縫して植込象たいところだが，一般

の造#“にそれを要求するのは不可能に近い。列状測直

もクローン数が少いときは簡単でよい方法だが，ク戸一

ン数が多くなって同じクローンの列の間が遠く開いてく

ると無曝誕朱に近くなる。滴奇舞易に迷惑をかけずに最大

の効果を期待できるのほ，あらかじめ苗木を童ぜておい

て無作為に植える方法だろう。この方法で朧，クローン

のかたよりは避けられないが，それでもすべての造林地

に試験木を入れようとすればそれ以外には方法がなく，

また大面職を覆い得る利点で多少の不満は十分につく．な

われよう。

標準クローンのおのおのは，ざっと考えて，10平方メ

ーターに1本の割合で混ぜられることがのぞましい。従

ってha当り100本の割合となるが，無作為植付けだか

ら必ず偏在が起るものと考えられ，少くともその2割増

しの120本位は植えでおく必要があろう。標準クローン

以外の瀧英樹ク画一ンの植付“はずつと少くて足り，

蓑た造休地の安全の為に普通養成苗を総本数の1/4～1/3

混ぜておくことが望ましい。

植付縄薗当の時蝿に造林地1葦霊の記録を作り位澄図

を作る｡ペンキは最初10年間は平均2.5年毎，以後は

5年毎に]・回の塗り直しでよいのではないだろうか。

これらの処椴をとる為にば，やはり相当の瀧識をみこ

まなければなるまい。苗木に色ペンキを塗るだけでもか

なりの労力が必要となるだろう。苗木1本当りにしてペ

ンキそのものの代金はいくらにもつかないだろうが，1

人1日で1色塗りとして1000～2000本くらいと考えら

れる。熊本営林局昭和29年密計書によれば，同局管

内年間スギ苗榧淡本数は昭和25～28年の平均で約1200

万本となっている。この1/3を震陰クF'一ンとして1色

塗り，1/3を精英樹クローンとして3色塗りとし，残り

1/3の普通苗は塗らないものとすれば，約250万円の労

賃を必喪とする。造林地記録と位置図の作製の為にどの

位の経饗が必要となるかも明らかでないが，仮に1ha

当り3人日の労力が必要として単価300円とすれば，上

記4年間の平均造剃画積が約4500haだから，これが

約400万円となる。その後の塗りかえや調査費等を考え

に入れて，熊本営林局を例にとって言えば年間1500"

円の支出になるものと思われる。

この金額は見方によって多いとも少いとも言えるだろ

う。しかし，私ば育種が進むことによる収益の増加から

考えて，この位の投資は当然なされなければならないと

思う。更に，全造林地の立地区分が，標準クローンの成

績を通じて，具体的にとらえられることの利益を考えに

入れると，より以上の支出を必要としても決して多すぎ

るものではないと信ずる。

サシキのできない猿腫の場合にも，梗本の考え方は変

らない。霊区域内に約4本の精謁徴を選び，これら標

準ク戸一ンの相互組合せで6組の標準組合せができる

が，これをザシキ品種の場合の祷嘩クローンに相当する

ものとする。各分区で賦分区内で選ばれた糖鱒鐡を用い

て混合採種園を作り，これからの生産があがるに従って

謹霞苗をおきかえて行く。サシキの場合の糖英樹クロー

ンに相当するのば，此の場合名糖麺劉クローンと前にの

べた標準クローンとの交配組合せであって，従って選ば

れた精調封の数の4倍猟目合せを検定すればよい。標準

クローンを適当に定めてあれば，このテストの結果から

かなりのことがらを見出すことができよう。

熊本営林局管内で昭和25～28年度の平均をとれば年

間約150万本のマツ苗が造林されており，その1/3を標

準組合せとすれば50万本となる。マツカサユ箇当り約

50粒のタネがとれるから，10年生ツギキ木から約50箇

のマツカサがとれるとすれば，わずか200本，1ク戸一

ン当り50本のツギキ木があれば足りることとなり，決

して不頭畠な誕字でばない。その他の精凋撒の検定用組

合せに至ってはもつと少い数で足りるから，混合採種園

の一部を利用する人工交配で十分まかなうことができよ

う。

以上，日本のまうに地形の複雑な，地位の変化のはな

はだしい所では固定…2による子供テストは不砺陰に

近いという考えから，実際造林の中に織込むやり方につ

いて試案をのべた。ことの性質上,試験の鑑が大きい

割合に或る程度の厳密性を要求するので，かなりの経費

をくうことは避けられない。これだけの経菱をかけるな

らば他にもつとよい方慧があるという意見も出るかもし

れない。また，子供テストにこれだけの金をかけてよい

かどうかも問題となろう。だが私は，子供テストが，育

種事業のあらゆる仕事の中の中心的なものであることを

考えて，,あえて上の方法が実行されることを希望したい

と思う。

▲
，
｝

、

ゲ

、

角
》

む す び

わが国満業界の育種に対する関心にはこれまで何回か

の浮き沈承があったようだが，いままた大波の頂上にあ
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戸田：品種改良の前進のために ’

かえ目に承ても50年後にすべての造林木に2劉の成長

増加がみとめられるとすれば，その利益から考えて，い

ま必要な育種組織をととのえるだけ?経費は十分支出で
きるのでばないだろうか。藍してわれわれには，成長の

増加がたった2割に留るとはどうしても思えないのだか

ら。

はじめにのべたように，外国での林木育種事業はすで

に確実な第一歩を踏皐出している。その成果を過大にゑ

てあわてふためく必要は少しもないが，育種によって森

搾E産を高めるのだという決意だけは，ぼっきりと固め
てもらいたいと思う。

る。今度の波憾，これまでの例と違って確実な一歩郡堕

をねらっており，更に外国の成果が近く期待される為わ

が国だけ立遅れるわけには行かないという客観催謬も手

伝っているので，あとに何も残さずに引き潮になってし

まうことはないと思われるが，それにしても，関心の高

さにくらべて組織の貧弱さが目立っている。現在の陣容

では，精獅錘出の初期の段階こそ何とかまかなって行

けるが， 2～3年たつうちに必ず大混乱を引起し，計画

全体をこわしてしまうことになるだろう。

品種政良もひとつの経済行鶇だから，これにどのくら
いの資本を投入してよいという限度は必ずあるだろう。
この限E響須を計難することは私にはできないが，ごくひ
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日本勧業銀行調査部泳業擬観揃･後)昭24 5品｜
日本謝氷協会最新林学織義（上．，下）昭8～91，200
秋田山林会制壌講義録 大6 500
中谷宇吉郎雪の碇蒐 昭24 1,200
山林局森林と治水 大6 20o
小出博天竜川溺或の三潤i1系結晶

片岩とスギ林業との関係昭12 300
鴨下寛日本土性調謡論 昭23 100
船引真署土鍵愚淡法 昭15 350
鏑木徳二森林肥料論 昭7 550

〃 森林立池学 昭3 1，500

河田 窓森林生態学講義 昭18 3,200
〃 間伐ﾌ腿定の手引 昭19 450

トウミイ生態学を根抵とせる造林の基礎
昭6 35o

朝鮮総督府朝鮮識；樹木罐 大12 650
雁沐秀幹朝鮪室赤松の樹相及び是が改良に関す

る造林上の処理に就いて昭3 800
高橋松尾カラマツ林業線説 昭18 800
高知営林局魚郵国有林に於ける杉赫の研究

昭10 100

篤蕊織業区天然更新実績瀧‘6。
〃

〃 〃択伐作業の実績に関する調査
昭11 300

〃 管内国有林植生調査報告昭14 400
青森営林局管内に於ける造林事業昭10 200
束京営純局管内に於ける杉挿木苗養成の概要
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藤島信太郎森林施業計画（上･下・附図）
昭18 2,000

エーベルバツハ森林加諜及収穫照査の基調によ
る調絲豊里法 昭3 200

台湾総督府台湾主要林木生長量調査書大11 1,50o
上原敬二林業の経営 大9 250
松尾兎洋アメリカ国有林の篭鎧案昭28 120
嵩樫身働く郎日本銅上部沿岸蝿坊に於ける砂防造林
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欧米における風害と

穿孔虫の防除
● ｡ ●

井上元則
(31．1‘ 16受理）

察し，次のような盗料を得た。

（'） スイスの剛到は北鰄首のように蒋状をなしていた

が，一口50haより大きい風倒がなかったので，その処

理に好都合であった。

(2) GriSon地方では法令によって陵掴木は用材たる

とパルプ材たるとを問わず全部剥皮していた（醇孔虫

の危険がない別の地方では剥皮しないこともある。また

5月15日堂でに林外擬出輸送消化するものは剥皮しな
い)。

(3) Grison地方の風倒木はこの冬(1955年1～4月）

に大部分造材剥皮して，そのまま林地に放澄してあり，

目下盛んに索道獺出を行っていた。当時まだ4分の，位
未剥皮材があった。

側この国は森林労働者が少いので冬季農閑期を利用

し，地元農民を狩出して造材剥皮したという。

（5）欧州トウヒの伐梗は剥皮しない。その理由は第一

次性の害虫であるヤツバキクイは伐根で繁殖するもの

が，丸太で繁殖するものに比較してきわめて少いからで

ある。伐根剥皮も悪いことはないが，経費のかかる割合

まえがき

筆者は石谷林野庁長官外各部課長，大政林業試験場長

"I下北海道支場長の御推薦と北海道5営林局'造林務部，

業界各位の御後援によりまして，1955年欧米各国の森林

保護の現状を視察することができた。この機会にいろい

ろお世話下さった関係各位に対し厚く御礼を申上げる。
望
）

7~月18日羽田を出発しスイス，ドイツ，スウェーデ

ン，デンマーク，イギリス，アメリカ，カナダの順に廻

って11月21日無事羽田に瀞､た。帰朝後日なお浅く

厩高の麹塑ができていないので，本稿ではその擁菖を報
告申上げる。

I スイス

@j現況(7月20日～8月2日調査）

スイスには1954年12月22へ'25日の暴風によって

350,000m3の大風倒があった。スイスとイタリヤ国境に

近いG1･ison地方の急峻な山岳林における欧州トウヒの

風倒で，丁涯層雲崎経営区のような地形におこった腫鱈
〆

少

h

曇

(1)スイスの風倒木数出作業
丸太の完全剥皮（欧州トウヒ）

(2) 〃ドイツの風倒地におけるトウヒ伐採丸太の剥皮状況
（欧州トウヒ伐根は皮付のままで短いのiこ注意）

であった。1955年7月23日Ziirich大学のMaxymov

鯉士, Zfirich県林務部次長Kuhn博とf汲ぴKIosters

虜在の森林露官(ObexfOrster)L.W.Lock氏の案
内で, Grison池方のKIosters地区における風害を槐

に効果が少いから実行しない。

（6）枝条は駆除しない，里に近いところでは燃料とし

て出来るだけ自家に持ち運ぶ。

（7）技条は末木から切断し，なるべく日射にさらすよ

うにすると乾燥が早く，3カ月もたてばコキクイ類
〆

筆者･林詳化海道麦場保護部長・農博
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井上：欧米における風害と穿孔虫の防除

(CryphalusSPP.)は穿入しなくなると､､う。

(8) Grison地方では全部丸太を剥皮するので，風倒

木に対し，殺虫剤の撒布は現在行っていない。

⑤今後の対策

今後もし穿孔虫の被害が残存林分にでたらその対策如

何との質問に対し次の通り答えた。

（1）被害木の早期発見，早翔駆除を行う。その場合伐

倒，剥皮と同時にBHC73%粉剤を剥皮物に撒布し

て殺虫すると焼却の必要がない。（但丸太の下に天幕を

敷いて剥皮を実行し直に殺虫剤を撒布する〕。

（2）被害蔓廷の程度によっては餌木法により穿孔虫を

誘致し，適期に剥皮してBHC')' 3%粉剤を剥皮物に

撒布殺虫する。

I ドイツ

(aク現況(8月2～19日調査）

ドイツには1954年12月21～23日及び1955年7月

15日の2回にわたり暴風があり, Bavaria,Wiirtem-

burg,HesSeu,NiederSachsen地方の欧州トウヒ，カラ

マツおよそ1,000,000m級が副到となったので，目下盛

んに造材，剥皮，輸送中であった。

ドイツの被害林は大部分平坦で，高くともせいぜい野

幌国有林程度の丘陵体であるから，副到哩は楽でスイ

スの比ではなかった。穿孔虫防除は主としてHgnn

Miinden所在G6ttmgenフ鐸林学科昆虫謝受Schi-

miigchek博士の挿蔦を得た。主た,Niederstichsiche

赫集試験場保護部長SChwerdUeger鯉士の意見も参考

にした。その要旨は次の通りである。

（1） 9月末から5月15日までに造材搬出する材は剥

皮を要しない。

②その他の期間に造材，擬出する欧州トウヒは法令

によって剥皮しなければならない（1､ウヒ，アカマツの

伐木は2日以内に剥皮の必要がある)。

侭） ドイツの風倒は1954年の暮におこったものであ

るから，根付風到木には1955年ヤツパキクイガ蒲生し

ないので，処理がおくれても差支えないが，伐倒木及び

挫折木には1955年中に穿孔虫が寄生するので速かに造

材，剥皮を実施する。

例用材になる大材を剥皮すると日割がきて品質が低

下するので，成るべく日蔭に野積して猫く。散点状風倒

のとき，わざわざ林外に出して積まないで績潅下に放っ

ておきトラックに積むとき集材する（ドイツの森林は林

進鋼が発達しているので自由自在に車が入れる)。

（5） ドイツでほ1､ウヒの伐根も枝条も剥皮しない。そ

の理由はスイスと同様の意見である。また現在穿孔虫の

密度が高くないから伐根の剥皮は行わないが，伐根の高

さをできるだけ下げるように努力している。 ！

(6) SchimitSdlek博士はオース1､リヤでは伐根をわ

ざわざ後で剥皮すると費用がかかるので，伐採する直前

に根際に接し，斧で少し幅広く剥皮してから根から伐り

離す｡立木伐採の際はこの方法が最も有利であるという。

以上の通りであって現在ドイツではスイスと同様猿極

的な予防駆除は一切行っていない5

(b)今後の対策

（1）残存林分に被害発生の場合は被害木の早輔発見，

早期駆除を実施するb

（2）被害木は伐採玉切したならば天幕の上にころがし

て剥皮し，それを火に投じて殺虫する（ドイツでは笹が

なく夏は山火の危険がきわめて少い)。

（8）あるいは剥皮物焼却の代りに天幕の上で丸太を剥

皮し, BHCw' 3～5%輩たはE6052%粉剤を撒

布して殺虫する。

（4） もし今後穿孔虫の大発生となったら餌木法を応用

する。

（5）現在Mobe-Tという薬剤が発見されており，皮

付丸太にかけると樹皮下の虫を全部殺虫し得るが，値段

が高く引合わない。

(c)戦後における穿孔虫防除の経験

ドイツは戦時中爆弾による山火，風害などが原因して

穿孔虫の被害があったが，入林を禁止したことと，労働

者の手不足のため戦後（1943～1949)24,000,000m8の

虫害が発生して，それを処理した経験があり，その時の

実情は次の通りである。

当時インフレーションで労働者の雇傭条件が悪く，連

かに剥皮のできない丸太に対しては次の如き予防駆除の

手段をとった。

（1）皮付丸太の予防剤としてはE605forteを0.05

％～0.1％に薄めて春に曜溺器で撒布すると3カ月間は

有効である。但雨が多いと幾分短かくなる。

（2）皮付丸太の予防剤としてE6052%粉末を1樹

（1､ウヒ25m標準）に約800~乱,000grを春に動力撒

粉機でかけると3カ月間は有効で，雨があっても4週間

位効力はある。なお,E605はホリドールと同様のもの

らしい，人畜に害はないかと聞いたら1は注意すれば薬

が弱いので大した害はないという。

（8）皮付丸太にDDT4～5%溌末を応用した場合

日が当るところでは8～'0日間位有効であるが，日蔭

では4～5週間有効である。

（4）皮付丸太にBHC紛末を応用した場合，強風があ

るとγが風で飛び易い，風の強いところでば効果が薄

い。しかしBHC73～8%粉剤を春被害林の土壌に

1ha200kg撒布すると80～85%の土鯛塑年虫を殺し

得る。

I

心
』
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のスウェーデンの風倒跡地における小丸太の完全

剥皮と林内乾燥状況（欧州トウヒ，欧州アカマ

ッのパルプ制）

（4） この国では日本のような大材はパルプ資材には使

用しない，皆1尺未満の小丸太である。

（5）用材を剥皮しない理由は剥皮すると日割が入り，

用材価値を損するからだという。

（6）貯水池がないときは，皮付丸太に土場で5月初め

Gesarol(50%)水和剤を2%にうすめ1m3に3J宛噴

霧する。

以上の通りであって現在は風倒木や丸太に対し何の虫
｡

害防除も敬極的に行っていない。

(b)今後の対策

Butovitsch; Lekander両鯉士の意見では，これだけ
の副到力;あったのだから，いくらよく収片付たとはいえ

相当の虫害はあるものと覚糯しているといっていた。防

除対策としてば次の手段をとると説明してくれた｡

（1）残存林木の虫害は早期発見の早期駆除を行う。

（2） この国では今は鶏急擶置として，虫害防除対策の

資料を得んがため，林業試験場が中心となり，各担当区

員から被害報告を直接受ける仕組になっていて，識淡場

の判断において林謝司に通報し下級官庁に駆除を指令す

る。

侭） したがって林業試験場の昆虫部には穿孔虫密度の

ﾊIapがあり，被害報告を受けると被害地，被害本数を

表示してすぐ．わかるようにしてある。

緯称業試験場昆虫部の仕事としては，各地区に調査

区を設け穿孔虫の密度調査を行って，駆除対策の資料に

供している。

（5）林野局と試験場とが表裏一体となって駆除に当っ

ているのは吾之と変りなほなく，林野局は試験場の意見

を絶対に尊重して業務を災鯉する。

（6） スウェーデンに朧森林災害補俊制度があり，山火

の外虫害に対しては駆除の補助金を倒すことになってい

る。それで民有林に虫害があると駆除識として国が50％

(3) ドイツにおけるMobe-T殺虫剤の試験地

（風倒の欧州トウヒ丸太を利用）

基
》

Iスウェーデン

(aj現況(8月19日～9月2日）

スウェーデンには1954年1月3～4日の暴風で，

KOpparbergs,Gavleborg,UPpsala,Wiistmnanland,
Stockholm,Orebro,Sodermanlan",Osterg6tiand,

J6nk6pmgの各地方に大風倒を生じ，その被害39,450,

000本，材溌11,780,000m8に達した。 これは北海道

の剛到に近い数字であって欧州アカマツ70％，欧州ト

ウヒ30％という割合であった。

以上のうち挫折木は10％で，90％は根付副到木であ

る。スウェーデンの風害地はほとんど平坦林で,"､石が

多く道路がよいので木材の覧麗霞に朧全く条件がよい。ま

た風害地附近にば到るところに大小無数の湖水があって

水中貯木には理想的なところである。

スウェーデン国立沸業試験場昆虫部長教授B11tovitsch

博士, Lekander鯉士の案内で被害舞湯を溌擦したが，

その綣果ほ次の通りである。

（1） スウェーデンでは1954年1月の風倒以来，国内

の穎燕郡鯲誉を総働員して，中部スウェーデンの被害現

場艇集め伐木,造材･を行った。その繕果僅か1カ年半で

風繧休をほとんど伐採してし差い，用材･となる大甘は皮

をむかずに全部各地の湖水に投じて水中貯木を行ってい

た。

②末処理材は当時自動車を降りて, 10km以上も歩
か底ければ見られないような不便なところにしか残って

いなかった。

（3） この国ではパルプ材嫁工場に入れるまでに全部剥

皮することになっている。伐採本数が少いときは杣夫が

手動剥皮を行うが，大垂のときはたいてい中間士場に集

材し，移動式動力剥皮器で剥皮する。何台もこの機械を

据えて丸太の剥皮を行い，その皮が小山のように積まれ

てあるのには全く感心した。

〃

b

崖
》
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－

補助し，網険会社が50％出すことになっている。その

判断は認識場の調査蓑料に基づいて可否が決定される仕

組になっている。

即ち国の補助だけでなく，会社の保険金に関係するの

で試験場の調査が重要視されるわけである。

（7）今後,虫の密度が増大するようであると1956年

より餌木法による駆除を実力露る予定である。この国の

餌木法は最も研究の進んだものであった。ここの餌木は

従来のように伐倒した新鮮丸太を用いるのではなく，次

の方法によるのである。

全立トウヒの地_上11n|位のところを剥皮して，そこに

ORmogjlという薬剤を塗布して，樹体に吸収させるので

ある。実施後一週間たつと梢頭部まで液が上昇-3-る。実

施後－週間目にその木を伐倒しておくと，ヤツバキクイ

その他の穿孔虫が集ってきて穿スするが諺独も子虫も穿

孔の途中で全部死に絶えてしまう。したがって餌木は従

来のように適期に剥度するようなことばいらない。その

価絡はきわめて安く，薬価と労賃共で1本50円位とい

うから日本でも1956年以降立木虫害が発生の場合は是

非応爵したいと思う。

この薬はデンマークで鋤宣していたので，途中立寄り

その試薬を分譲してもらったのでこの春に実蕊する稜り

である。

Lodgeの林業試験場D.Bevan技師が，次の様に話し

てくれた。

英国でば1953年の夏はきわめて涼しく，湿度が高く

て虫の繁殖には都合がよくなかった。1954年は更に冷

温で翻吏が高くキクイムシの鯛直には全く不適当で，わ

ずかに挫折木でいくらか蕊頑した程度だった。

ユ955年は夏の気温が高く， 虫の禦磁に好条件だった

ので，残有称分にマツノキクイMyelophiluspiniperda

による被害が少し発生しはじめた。

風倒木処理に当っては，できるだけ丸太を剥皮するよ．

うに民間業昔を指導したが，剥皮したのは一部だけで，

労働条件の悪いところでは剥皮を実施していないとい

う。勿論伐根は全を剥皮していない。

試験としては殺虫の目的で噸資丸汰にDDTTBHC

FBm''1sionを撒布して，樹皮下に寄生しているマツノキ

クイの殺虫試験を行っている。その縞果から判断すると

この虫にはDDTもBHCEmulsionも効力上の大差

はないようである。

1956年にはマツノキクイの被害が著しいようなら防

除を実施するようになるであろうといっていた。

マツノキクイは日本にも繁殖している種類で，松喰虫

のうちではそう恐しいと思えないから，英国の識善は大

したことにはならないと推定されるのである。

曇
」

足

己

患……=画篭塞一房 －
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(6)スウェーデンにおける長丸太の水中略沐(5)スエーデンの風倒跡地における末木枝条の

散乱状況（造林の目的で1回火入後）

Vアメリカ

(a)東部地方 、

ユ950年11月25日の築風でNewYoIk州AdirondaCkS

地方の州有林に343,000エーカー（約13万7千町歩)，

材糠5億ボード沢（約400万石）に達するアカトウヒ

(Redspruce)の大剛到があった。これに恐るべきキク

イムシDendroctonuspiceaperdaH(mk・その他が寄

生するので，その聯悩を予防するためにNewYork州

ScienceServiceの昆虫学者や同ｿl償源部森林病害虫防

Wイギリス（9月8日～9月20日）

イギリスにほ1951年12月30日及び1952年1月‘

15日に侭朧喜があり，更に1953年1月31日にば大風が

あった。その繕果スコットラ，ンドの北東に1万エーカー，

4,000万立方沢(fs)(約400万石）の大風倒木があり，

欧州アカマツ，欧州トウヒ，米松，ブナ等の80～100年

生造林地が著しい被害をこおむつたのである。大部分は

欧州アカマツの被害で，剛到全鐙の85％は針葉樹，

x5％が広葉樹である。この被害についてばAliceHolt
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除局の学者並びに同州立大学の林学潅混虫学昔たちが航

空撒布の協同研究を行った。

内容は試験地3カ所をとってDDT,BHC,Lindane

などの獅容剤を用いて，初年度はヘリコプターで3回，

2年度は飛行機を使用して同一試験区に2回，前記の薬

剤を継続撒布したが良い誇果は得られなかったと緑論し

てある。これと平行してLindane乳剤の地上撒布を行い

薬剤で丸太の壼全被覆を行ったものは非常に効果がある

ことを報告している。結局航窪撒布では薬剤で丸太を完

全被覆できないことが欠点であるというわけである。

なおこの繕果を諾緬に知りたい方はCo皿ola,D.P.

Y"s,C. J.Wilcox, J.A・andCollms, D. L.

Surveyandcontrol studiesofbeetlesattacking
windthrowntrees intheAdirondack, Jburnal of

EconOmicEntomology,Vol、46,No．2,pp､24L-254

(1953）に発表されてあるから読まれたい。

⑪西部海岸地方

アメリカ匪榔海岸地方には1951～1952年にかけて大

風倒があり，米松(DouglaSfir)にキクイムシDendm-

ctonusSPp･が大発生した。匝潤礎雪と虫害との数量関

係は次表の通りであって，その被害の甚大なのに驚くで
あろう。

皮下のキクイムシは殺すことができない。それ以上やる

と鳥や小動物や魚を殺してし索うのでうまくないという

綣果だと, Dr.R､L・Furnissが話してくれた。

したがって，米機体などでは大面積の松礎被害があっ

ても30％駆除伐採する程度の被害では放っておくので

ある。その穆認鱈が年食累加し進行性であるとき，はじ

めて大面穣を皆伐してしまう。

いいかえれば皆伐して鐸がとれるようになって，大

中径の良木の象を伐採し小径木などは利用しないのであ
る。

日本と異って木材資源が豊富であるがら，虫害木の古

いものなどは利用しない粗放林業である。 ．

また最近ではEthyleneDibromideの乳剤をつくっ

て，被害丸太や被害立木に地上撒布して樹皮下の殺虫実

験を行ってよい結果を得ている。日本でも値段その他を

考えて，弓洽うような場合はある程度実施できよう。

結 び

以上欧米における風凄と穿孔虫の防除について視察の

一端を記したが,多少とも御参考になれば筆者望外の幸
である。

また各国の薬剤撒布事情について簡単に述べたが，こ

れらの総てが日本の穿孔虫防除に，そのまま応用できる

かどうか，多少疑問のものもあるので，実際に日本で大

面識に使用するにはなお実験検討を要するものもあると
思う。

これらの詳細は後日改めて発表の機会が与えられると

思うので，今回はこの程度でおゆるし願いたい。

（鍵者1955年7月より欧米各国の森林保護事情を視
察11月21日帰朝）

、

▲
》

｜ユ953年｜合計1951-1952年
I

Dendroctonusの被害
5億ポーード次25億ボード爽

風・倒木89億ボード沢15億ボード次

30億ボード沢

104億ボード爽

計理岸-ド沢|20億鑑‐ド沢134億ボード灰

註，1,000鑑－ド沢＝2,3579立方米

いくらアメリカでもこういう大被害になると処置ない

のである。勿論航空橇による被害量の測定や航空撒布の

実験などもやってはいるが，空から立木虫害の駆除に1

エーカー当り7ポンドのactualDDTを施与しても樹

竜心 浄
域甥

も

／

蕊 唾‐澪，‘

汐

蕊熟
限

1';園
肩【､砥

織

qon

畷可，

(8)アメリカオレゴン州における

ポンデロサマツの松食虫被害
（7）ビクトリヤにおける米掻の皆伐跡地

（末木枝条の散乱に注意）
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治山担当者の雑威
3

福森友久
(30．12．8受理）

7． 災害保償についての解騨

治山工事は実行中に，水害を蒙ることが往杢ありま

す。

直営工事では，復旧費が要求できますが，講負工事で

は復旧費は請負人負担で，ただ「天災その他不可抗力」

による初轌についてだけは，損害額を網賞することがで

きるように，請負契約書で定められている場合が多いよ

うです。普通，設計書中には，災害を予想して復旧喪を

あらかじめ計上しておくことはありません。

したがって，請負金額中には復旧費は含まれておらず

保償されない場合には，請負人の損失となるわけです。

その程度によっては請負人の琴諜基礎が根底からくつが

えされることになるため，災害が発生した場合，それが

「天災その他不可抗力」によるものであるかどうかを判

定することに担当者は常に迷わされるところですc

現在まで，「天災」によるとして保償された例は，私

の知っている範囲では非常に少なく，昭和28年の紀州

や，九州の災害のように，ある程度災害の区域は広く，

新聞，ラジオなどで，その災害が喧伝されたさいにうけ

た祉轌についてのみのようです。

地方のごく局部に発生した災害で，広く一般に知られ

ないものについては，その受けた謬害がたとえ深刻なも

のであっても鏑賞されることがなかったようです。

山地気象は犠衆であるといわれます｡．

平野部で全然降っていない時でも，山地では式譲雨の

ことがあります。

また，山地では，ある沢で降っていても隣の沢では全

然降っていないことがあるなど局地的の相違が甚だしい

ことは，治山担当員のよく知るところです。

山地では，いくら鐸雨があっても，施設がなければ

祇躍茅はあり得ません。

新聞やラジオで報導される大災害のさいには，山地で

も犬豪雨があることが多いようですが,山地での大豪雨

は必ず下流の被害をともなうとほ限りません。したがっ

て治山工事の被害は，下流の大災害とは一致するとはか

ぎらず，天災であるかどうかを，下流の被害で判定する

わけにはまいり童せん。

叉「不可抗力」の災害について，漢和辞典をひいて

象ますと，「人の力で防ぎきれぬ故障」と書いてありま

す。この人の力で防ぎきれないという点が問題でありま

す。

実際におこる被害は人力でどうすることもできないと

いうより，防除にたいして投ぜられた経費の多少に左右

される災害が多いと考えられるからです。

設計書には，工期中に当然予想される出水にたいして

の防備施設が計上してあります。

また，請負人より工程表を提出させ，災害の虞のない

時期を選んで各垂置を実行するように指示がされます。

この防備施設が完全に施行され，工潅豪どおり工事が、

進められても，なおかつ災害を蒙ることがありますが，

この場合，この災害は予想外のものであるということが

いえると思い室す。

ただ，この災害は予想外のものではあるが，人力でど

うすることもできない程度のものであったかどうかに疑

問がありますbしかしこれは｢不可抗力」によるものと

はいえないかもしれませんが，請負人にたいする保償と

いう点より象た場合，この災害は請負人の責任によるも

のでなく，網賞の対象とすべきであるという意味におい

て，契約書にいう「不可抗力」として扱ってもよいので

はないでしょうか。

請負人が殻管潜と仕様書にもとづき，監督員の指示に

従い，善良なる施行者としての注意を払って実行してい

たかどうかの判定こそ「不可抗力」であるかどうかを

決定する因子となるものではないかと思うものであり室

す。

以上のことは法律的解釈としては，あるいは誤ってい・

るかもしれません。請負工事における紛争は，災害保償

に関することが多く，治山担当者はその渦中にスリ，処

置に窮することがしばしばあります。

したがって請負契約にさいしては，「天災その他不可

抗力」の契約上の毒菱を明確にしておき，紛争のおそれ

のないように鰯造することの必喪を痛感するものであり

ます。 ・

8． 崩鍾地のある取扱い

とのごろ治山工事に幟，金がかかりすぎるなどと，よ

くいわれます。

識
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■■

錐者・林試調査室長（前名古屋営林局治山課長）
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山担当者 の 雑感③福森 諮
ｲロ

土岐郡地方の洪積層あるいは第三紀層の崩壊地のうち

特に粘土質に富むものでは，断崖絶壁伏にほとんどが垂

直にきりたっております。その下部の崖卿鍬の堆積地ば

比較的緩い傾斜面をつくっており，その上部には植生は

健全に生育をつづけ，立派に成林しているのを往盈見う

けます。それらの崩壊地は古老に聞いて承ると，ほとん

ど昔と，その形状が変っていないものが多いようです局

これらの崩蝉､では土壌の固結度が高いため著しい崩

壊を起さず，風化速度は遅く，流水による浸蝕作用も傾

斜が垂直に近いため常に小さく，落下流出する土砂量が

少くないため崖錐上の植生に与える障害も少くなく，土

砂は植生中に分散し，渓流に読出する前に留止されるも

のと考えられます。

従来これらの崩壊地は砂防植栽の準備として法罰され

ていましたが，かりにこれらの崩壊地をそのまま放置し

たとしても，永くその状態を保ち，土砂生産量は治山上

さして恐るるに足りないのではないかと考えられます。

ただ垂直部分を放置すれば，士剣瞬I用上，見かけは不

得策のようですが,垂直部分は水平的には面積は零であ

り，その点では何等問題とはなりません。

したがって治水上の対策としてば，崩壊の垂直部はそ

のまま放置して下部崖錐を植栽により安定化し，上部よ

りの崩土を森林により留止するよう育成するのが適当と

考えられるわけです。このやり方は土岐地方のどの崩壊

地にも適用するといいうわけにいかないので，その適用

範囲を知るため，特定地区を設け各土質毎に，この工法

を試験的に試みてみ童した。

そのさい崩壊上部のかぶり部分は不安定で崩落しやす

く，崩落後は欠壊の緒口ともなりやすいので，これを切

り落しその部分を植生により完全に被覆し，浸蝕を防止

することにつとめました。

この部分に対する被覆は草本力轤当で椛鐘鍵をはあ込

む方法を用い，草本にはウイーピング・ラブ・グラスを

使ったところ，1年で約60種程庭に伸長しその目的を

充分奉ることができたのでばないかと思ってい霞す。

地山部は急斜地が有機質を欠き，土壌の物理的性質も

悪く，固りやすいので，直鐸種あるいは椎綻しても良

い繕果は望めないが，植生盤によるときば，これらの悪

条件を克服して，ほとんど失敗することはないようで

す。従来治山担当員は婿地にいかに草をはやすかに苦心

し，今迄種盈の工法が試蕊られましたが，とりあえず草

をはやすという第一目的にたいしては前椛営林局川端法

官の毒蒸にかかる1睦盤は，ペニシリンにも比すべき効

力のある画期的なもので，この実行例から推奨できるも

のです。

なお，この現場では実行しなかったが，垂直部は，わ

岐阜県土岐郡地方には，およそ3000町歩にのぼる崩

域地がありますが,1年に約50町歩程度の復旧しか行わ

れていない現状です。そのうえ災害の都度新らしい崩壊

地の発生も予想され，治山工事の完成には今後60年以

上も要することになり，半世期以上も過ぎなければ全山

の緑化力剰せられない実伏であります。したがって治山

江:事を早期に完成するには，先ずもって事業蜜の増大が

必要ではありますが，治山担当員にたいして，単位面額

当りの復旧喪の節減を計ることを要望されることは，も

っともなことです。

山腹工事で最も経費を要するのが法切であり重す。土

(礎郡地方の崩壊地復旧工事では，工費の20～37％が法

切に投ぜられており，法切土を安定させるための埋設編

柵工，山腹石積工,山腹玉石コンクリートエには9～24

％を要し，1ヘクタール当りの復旧費は60万～100万

円ですので，法切と，それに付帯する経費ば，約20万

円～50万円要することになります。

したがって工費節減のさいには，まず法切に着目され
"

るのは当然のことで，その方法としては作業を能率化す

ることと，安価なf瞳'二法を採用することが考えられ童

す。

能率化といえば一般の土木工事では，まず鋤磁化のこ

とが問題となり，法切作業ではプレーカなどが識寵され

てばいますが，まだ珊究の段階であって，実行に採用さ

れるには，余ほどの改良がなされなければならない機で

したがって人夫を熟練させることと，落認刃する手順を改

善することが，わずかに試験られ実施されているにすぎ

ないのが実伏です。

法切量の節減については，それに代る工法として採用

される山腹石積工，山腹コンクリートとして採用される

山腹石積工，山腹コンクリートエは工費の点で必ずしも

安価とは，なi‘らない場合が多く，したがってこれら土木

茄殻による繕には，おのずから限度があります。

鈩市では今から約50年前，法切を全然おこなわな

いホーフマンエ事が施行されたことがありますが，これ

は溪床に堰堤工を施行して土砂の流出を坊止するの象で

､山腹工事を施さず，自然の風化浸蝕によって山腹土砂が

崩落して自然傾斜角になるのを待つものでありますが，

現在なお自然復旧する程度にほ山腹は安定していませ

ん。全体としては，緩傾斜となってばいますが，なかに

侭急斜となっている部分もあり局所局所により一定して

いません。したがって自然復旧が期待される箇所は勿論

ありますが，山腹を緑化させるためには，全体的にぶて

やはり法切は必要のように観察されます。一方これと対

照的に全然法切を要しないと考えられる崩壊地がありま

す。

《
己

偽
》
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a

福森： 治 山 担 当者 の 雑感 （3）

ずかながら風化も進むので，それを更に鮨くらせるため

に上部より雨水が落下しないように雨水を崩壊地外に菫

わす排水路を設けることが肝要であり，また，つたやく

づ類をたらし，できるだけ被覆し，風化を更に遅らせる

ことに考慮を払うことが必要と思われます。

す。決定にさいして治山担当者は工事予定地と類似の既

施行地があれば，その成果を当然参考とするでしょう。

また，付近の山腹の地形も決定の判断に役立てると思い

ます。

土岐郡では，山腹よりの流出土砂量を測定するため，

20度，30度，45度，60度の各傾斜別に，法切を施行

し，それにたいし山腹工事を施行しない区域，萱筋工を

施行した区域,積苗工を施行した区域を設けて象たとこ

ろ，流出塾は3工種共に，45度の場合が最大で，60度

30度，20度の順に滅少していくことが判り法切角度決

定にさいして，よい参考資料となり雲した。未施行地iこ

おいて，法切着手の前に，このように調査区をあらかじ

め設けておけばよい参考になるのではないかと思われま

す。

法切程度は，その後におこなわれる山腹工事と関連し

ますが，法切量は階段工施行中心時代に比し,､現在では

山腹を直接被覆する工法を多く用いるようになったため

次第に，減少の傾向にあり叢す。

階段工事を施行した場合には，階段間の余臓は裸地で

放置され，背後に急斜地を作ることになるので，法切角

度を決定するさい，これらが安定し，たとえ崩落しても

階段上に招止されることを考慮しなければならなかった

が，山腹の全面被覆では，階段工の目的である山腹浸蝕

の防止，水分の保持を共に果しながら，これらの弊害を

のぞくことができるからです。

治山工事に金がかかるといわれても，当然必要とする

経費は投入しなければなり蓑せん。しかし，治山費の国

民負担に与える影響は必ずしも小さいものではありませ

ん。

我々治山担当者は，いかなる崩壊地にたいしても，画

一的に，同じ方法で，同じ安全率をもつ工法を用いる無

駄を避け，更に技術的研鐙をつゑ，一日も早く治山の実

をあげたいと念願するものであります。

#

唾

可

l渓流 2．崖錐
3垂直の崖（くず:韮逢は巾せる）4‘ 力ブリ部外側ﾘ落す）
5.餌零面（植生達が彼捜する）6．排水路

Z粘土質'二富奄固緒Lた洪積層又は新第三龍電

＝

この施行は，昭和28年に実行したばかりで，まだそ

の成果は，判然としていません。しかし，この施行法の

採用できるのは，固結した粕土質土壌のごく限られた地

区だけで，喫墳土壌の崩癖也では，法切量を節約するこ

とは，かえって悪い結果をもたらすのではないかと思わ

れ藍す。したがって，法切を施行する場合，山腹の安定

が期せられるまで，充分におこなうべきです。中途半端

な法切は，山腹を永久に不裟定のままにのこし，後日の

災害を招く原因になるとともに，それによって形作られ

た山腹は，永久にその山腹の生産力，即ち経漬価値を低

く決定されることとなるからです。山腹を安定させるた

めには，できるだけ勾配を水平に近づけることが望まし

いが，しかし，経費には限度があるので，治山担当者に

たいして，その程度を決定する困難な任務が課せられ霞
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日親畠競蝋聴溌蹴：
また，文字の上でも，虎穴に入る，虎口を脱する，虎の

尾を踏む,･虎舞を撫でる等を，いろいろな辞句が散見さ

れるから満更緑がないとはいえないようだ。

それは兎も角，虎の仔は別として，他の辞句はいずれ

も虎の恐ろしいことを表現するの龍使われているのであ

る。然し私は， 虎の威容を象徴するもの

妹,その口でも尻尾でもなく,髭であると ｡随

と，廉い御土産品ではないかと思われるかも知れない

が，その当時は，勅任1等1級の年棒（月俸でばない）

が5000円足らずで,私共庶民の家なら3000円で相当

なものが建てられたのだから，そんなに見下げられるも

のではないのである。

私の話で，虎の皮を差上げることになり，両陛下に各

1枚，皇太子殿下に1枚，都合3枚をとり揃えるように

と総務長官から依頼された。勿論私は，こ

筆・ れを簡単に引受け,早速,虎が礎れたら知
し､うことを知り，また，虎に髭がなくて大

変困った経験がある。そして，このことは

秘の在滴中のなつかしい，また忘れられぬ

思い出でもある。

紀元2600年の建国紀念祝典が挙行され

る前年の初冬の頃であった。満州国の総理

府総務長官室まで来るようにとの電話であ

る。行ってふると，満州国皇帝が祝典の御

祝に日本の皇室を訪問することになったの

で，皇帝の御土産品として何を差上げるべ

きかという相談であった。如何に満州国の

特産品であっても，大豆を差上げる訳にも

いくまい。また，支那料理で特に珍重され

るとしても，黒河地方でとれる羊クラケで

もある重い。黒河のチョウザメの卵はキャ

ビアとして，露西亜料理のオードーブルに

出され，世界的に有名ではあるが，こんな

ものも駄目だというように，いろいろ特産

品の名を挙られたが，何れも落第で，最後

に毛皮はどうだろうということになった。

当時私は，狩猟行政を所管していた興農

部林野総局に勤めていた関係上，毛皮なら

何が良いかという質問があったので，次の

ようなことをいったのを覚えている。即1ようなことをいったのを覚えている。即ち

らせてくれるように，各方面に手配するこ

とにした。

それでは，当時満州国内で，何頭位の虎

が捕獲されていたかというと，牡丹江営林

局長をしていた松川恭佐君の詳しく調べた

ものがあって，年間20頭内外となってい

た。頭数は多くはないが，虎のいる場所は

東満の朝鮮境から北滴の小興安嶺に亘る地

域に限られていたから，虎が獲れれば何処

かから知らせが来る筈であった。

ところが，どうしたことか，その年に限

って，虎の捕獲されたという知らせが何処

からも来ない。年末が迫ってきて，2月11

日の祝典に間に合うかドウカ心配になった

ので，既製の虎の皮も一応調査して垢くこ

とにした。調べて承て初めて知ったのであ

るが，毛皮商の店頭に飾ってあるものには

南方産のものもあるので，これは，迂潤に

は買えないと思った。それで，満州で獲れ

た虎の皮を保有している方のも見せて貰っ

て，万一の時には談って頂こうと思った

が，実ば案外妙なかったのである。

』

虎 回

の
矛

K

髭

伊
藤
荘
之
助⑲ ④ が，実は案外妙なかったのである。

見せてもらったものの内，浜田陽児氏

（その暫く前まで満州国の馬勘司長をしていた元陸軍少

将）の皮は美罫ではあったが，惜しいことに髭がなかっ

た。また，当時，黒河省の次長をしていた河谷俊瀧霧の

は日頃自慢していたものだけあって，流石に立流でもあ

り，髭もついていたが，こんなのは珍らしい例外で，大

低は髭がないのである。然し，両氏のものは，勿論譲っ

て頂けることの快諾を得ておいた次第である。

＞ んなことをして焦躁の感を抱いていると，漸く

ｰ年末になって白系露人が小興安嶺で3頭の虎を
盤つたという知らせが来た。早速狩獅系長の片山朧言を

現地に派通したが，糖いたことには同君から，「トラニ

ヒケナシ,イカガスベキヤ」という電報である。驚いた，

困った，どうした訳かなどと言ってみたところで‘仕稼が

ないので，兎も角買って帰るよう返電することにした。

二シ三日して髭のない3頭の虎が，凧蛮で緯に乞壁

』
》，毛皮なら

詔，獺，タルパカン，狐，狼，豹，虎，熊などいろいろ

あるが，その内で世界的に有名なのは大興安嶺で盤れる

黒紹で，1枚3000円位である。また，虎の皮はありふれ

てはいるが，南方産のものと違って毛が長く，その上密

生しているから，虎の皮としては最上級で価稲ほ5000円

位である。土璽吻としては詔と虎か，霞たは，そのドチ

ラかを差上げることにしたらドウかと答えたのである。

東京に朧虎屋という有名な店がある｡勿論虎を売
っているわけではなく，羊蘂の考蒲であるが，

ここの大悼1本は1300円だから，2本の箱入となると

3000円近いものとなる。こんな御時勢で撰菱のインフ

レに慣れた耳には， 3000円, 5000円などと聞かされる

筆者・馬事公苑長
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伊藤？虎 髭の
｜

’

ターアンホウ

である。髭ば小興安嶺から流れ出ている湯汪河の出口に
ナンサ

ある爾叉の駅までば撫翰であったのであるが，白系露人

が厘鍾を食う僅かの間，駅頭に放り禺しておいたのが迂

潤であったので，その間にスッカリ抜きトうれてしまっ
た訳である。

ナメ

画 の虎の皮は奉天で燕して，皮としての仕上げを

ｰする積りであったが，満州では温度が低くすぎ
て二，三カ月を要するというので，日本の山棚司狩猟係

の方に調製の手郵を侭頃し，在日満州国大使館に届けて

貰うことにした。勿論錘については適当に処理してくれ

るよう頼んだ訳だが，実ば，どうしたかと柳か気にはか

かっていたのである。然し首尾よく，満州国皇帝の土産

として日本の皇室に献上することが出来，皇帝が皇室を

訪問した際には，この毛皮3枚を並べて詮せられ，その

美事なことを賞讃されたということなので，それなら定

めし髭も立派についていたことだろうと安心した次第で

ある。

後で，当時狩猟係長をしていた内田清之助博士に聞い

て黙たら，この虎の皮は三越に調製させ，水産局の世話

になって,ズザラシの髭をつけたのだが,アザラシの髭に

は長い(7，8寸位)のも短かいのもあるので，その内で

適当なものを選んでつけさせたから，或は本物よりも却

って立派な髭になったもも知れないと笑っておられた。

皇居も戦災に遭われたが，若し幸に焼失を免れたとし

たら，今でも，皇居の何処かで，アザラシの髭をつけた

虎の皮が，威厳を誇りながら保存されていることであろ
う。

されて届けられた。包装を解いて狩猟係室にズラリと並

べられた虎の顔の可笑しさ，可愛らしさ，変ラシなさ

は，これ等の感情が涯誌L錯綜して何とも形容のしようも

ない絡好なので，只，お互に顔を見合せて笑うばかりで

あった。だが，この虎は尾の長さが1．88米もあって特

に珍らしい大きなものであったから，若し髭が健在であ

ったなら，定めし一同威圧されたこと必定であろうと思

われたのである。

さて，笑ってばかりもいられない。髭をどうして付け

るか，今後の措置を考えなければならなかった。

国務総理の官邸には，満州建国の年に，朝鮮との国境

に獲られたという大虎の剥製が入口に飾られてあるのを

想出し，念のためこの髭を調べてみたら，テントこれ

は，鶏の羽根の羽毛をむしりとった軸であった。

こんなことで困っていると，ハルピンには虎の髭を1

本4，50円で売っているから，それを買って付けたらよ

かろうと教えてくれた人がある。一体，髭を何に使うの

かと尋ねて承ると，貴人の妻揚子として珍重されるばか

りでなしに，魔除けや呪とするためにも買われていくと

のことである。なお，こんな高価で売買されるので，虎

の髭は，ちょっとの隙に抜きとられてしもう。それで，

満州では，虎ば死ぬ時には，自分の一番大切な髭を人手

に渡さない為めに，地面にすりつけてすり取ってしまう

から，死んだ虎には髭がないことになっていると教えて

くれた人もあった。

今更何とも仕犠のないことではあったが，買収った3

頭の虎の髭がどうしてなくなったか一応調査してゑたの

蕊
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案はいかにも映画人らしく,むしろ小気味がよいほどだ。

この人はいう。「ところで，東北の温泉とコケシの関

係だが，鐸茨の主婦にとって，温泉は子授けの目的もあ

る。農家では，子供とか女子とかば，一種の労働力とし

て必要であった(終戦後は,ちがうが)。そこで，コケシ

も亦，子授けのおまじないといわれたものである。それ

を形の似ているところから，コケシは，男性のシンボル

である．…なぞと，あとで勝手にデマをデツチ上げたの

である。本来は，泥で作った京人形なぞの得られぬ東北

の子供たちが，恵まれた

随滞鱒｡纂甚鮮萱:蕊蝋
しい。あそこでは，特殊工人の木地屋（きぢや）が，昔

なつかしいお椀から今をときめくコウーシヘ手をのばし

て，その生活意欲のねばりとたくましさとに鱗助も象せ

ぬ，と木地屋の正体を多少沿革的にスケッチした。あの

なかで，お椀のはなしも，コケシのはなしも，至極あっ

さり片付けて，素通りしたにおいさえあるのは，そのつ

もりでなかったからだ。それから，もう小一年になる。

いつもはそんな問題にふ

れることのない，末の娘が

コケンはなかなか麹墜らし

い，とこのごろになって変

なことをいう。そこで，こ

っそり読承返して象たら，

「またの機会にということ

に」なっているではない

か。これでは，末娘の口ぶ

りに理があって，こちらが

無理してる象たいだ。知ら

｢"ゞ．
木材で一番簡略な人形を求

め，あれに着物を着せて遊

んだ名残りなのである。い

まあるコケシの模様は，そ

れを作る木地師が考えつい

て，着物の代りに彩色し，

そして，温泉場に売りに行

ったのである｣。一種の旅

行人として，視野のひろい

ケ シ娘
一
律
》

！

横田精一郎
映画人として，体験ゆたか

な苦労人として，あつめてまとめて一気にぶちまけたと

ころが，むしろうらやましいほどだ。

試承に，玩具の種瀕をわけて，子供の遊戯用と信仰の

縁鍾劾と，この両者と承るなら，コケシの地位は，訓練

の対象でもあり，祭儀の呪物（じゆもつ）でもあった。

子供のおもちゃか，大人のおもちゃか，というならば，

だんだん大人に奪われてゆく傾向がふえる。手作りか，

機械工芸か，という観点からは手作りの影がはやく消え

て，急いで後者にぞくしたか，とおもわれる。。ケシの

特色は，しょせんロク戸の特色だからである。この意味

からすれば，「着物を着せて遊んだ」。ケシの時代があ

っても，それは案外短期間でおわったかも知れない。

人撰顎魅蠅噌舞喧隙照
の形代を分類したなかにホウコ鱈児，蝉子）というの

は，生れた子供のわざわいも病気も，わるいことの一切

をしよって呉れる，と都合のよい信仰があった。この信

仰の人形から玩具の人形へと移行したのが，ホウコ別名

オトギホウコ（御伽這児，御伽嫁子）であって，コケシ

もこれに含まれる。仙台の西方5里，名取川畔の秋保

（あきう）温泉では，子供が生れると。ケシを2本もと

め，1本を川に流し，1本を出生児の枕囎とにおく。正

しく呪物としてのコケシの名残,形代としての残存習俗

にまぎれはなく，関西各地におこなわれる流し雛の行事

に相通ずるものだ。

コケシの姉妹，呪物としてのホウコほ，その名義の示

すように，もと「小児の這ふさまに鯉したる玩具」（広

辞林）であったかも知れないが，その後の姿は多種にし

て多犠，その分布図もにぎやかである。三重祭の津，香

ぬ神にはたたりがなくとも，忘れた神にほたたりがある

らしい。さっそくベンを執って，なるべくこっそり書く

ことにした。人の知らないうちに。ケシが出来た，と仕

向ける猟段だ。。ケシはもともと，難産よけのまじない

に使われてきた。子授け，子育て，いろいろのまじない

にも用いられてきた。そのコケシが難産では申し訳のな

いことになる。

ひところの東北男は，政治の世界に浮びあがって，い

ろいろの大臣ぶりを見せた。このごろの東北娘ほ，色線

の世界に進出して，人身売買の花形らしい。物言わぬ東

北娘は，観光の世界に迎えられて，このもて方はすばら

しい。丸い頭を円く短い胴にのせて，立派に要約された

人形。落しても倒れても身なりをくずさぬ，健康美ゆた

かな人形。幼児にふれても触感万点,肌ざわりのよい肉

体美の人形。そのものになりきって象徴的な，ほほ笑ま

･しい素ﾄ美の人形。 この魅力が， 。ケシばかりではな

く，東北人にも栄誉をあたえてきた。そのコナシの主産

地は,東北を縦に断る脊梁山脈の両側,岩俄(いわしろ）
を南限地帯として例の白河の関跡より北，それも山腹山

麓に集まる温泉地が中心だ，といわれる。

コケシの背後にはロクロがある。ロクロの背後に
はキヂヤがある。かつては全国にちらばってい

た木地屋が索化地方にさかえて，その生産した。ケシが

活路をもとめて温泉地帯と結びついた。コケシ人形の出

現と運命とは，木地屋の分布と消長とに表裏する。その

あやつり師，そのあやつり人形，その舞台，その観客，

この相互関係に血を通わせて，映画監督山本嘉次郎の断

”

隅
多ｑ

『

筆者・元帯広大学教官
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横 田 ： コ ケ シ 娘 、

しい･おなじ地方にキンボコの名があるのは，当恵浪､非

妙で失礼だが，木のホウコを意味するかも知れない。ホ

ウコは昔忘れぬ本来の名，デクというのは木偶だろう。

最も普遍的におこなわれているのに，コケシの語原は，
過去30年間試承られてきて，依然として謎だといわれ

る。満祓“そぎ）のことを御旗（ごけい）というが，

そのゴケイから出たのではないか，とあるのもその一

説。コは木，ケは弓削をユゲとよぶようにケヅルの下略
シば何をシダのシ，木を削ったオポコの意ではないか，

とする説（三原良吉所説）も見える。木と戸クロの特徴

が，その名にも秘められていそうだ。。ケシの原木は，
ミズノキ，イタヤ，エゴノキ，タモ，ビヤベラ，冬の間

にこれらが伐り出されて，乾燥にまわされる。

国識凋査の結果が出たら，木地屋の生態もわかるのか

どうか，うっかり者にはそれもわからぬ。最返週間朝

日の日本拝見を承たら，コケシの大量生産がかいてあっ

た。臼井吉見が米沢を担当して，臘山公のいきのかかっ

ている米沢識をあつかい，沢衆（ざわしゆう）らしくも

ないゴケシ企業をとりあげ，やっぱり米沢人らしい民芸

彫刻の笹野彫（ささのぼり）におよんでいるのが，人も
とそあれ，手前生れは信州でござるから，ついひとりで

ふき出してしまった。壁芸や犠皇でば評価の高い信州人

だ。その人をえて，その人らしくて，おもしろかった。

その瑚租報告によると，職工40人，ロク戸のうなり

のなかにたちまちにしてコケシの山ができあがる。「北

緬首から，九州のはてまで，全国の名所観光地の注文に

応じて，これに，目鼻のほか，土地土地の風景やら小う

たやらを描きこむのだが，この仕灘は，もっぱら家庭の

主婦や娘さんの内職になっている｣。株式会社なのだろ

うか，「ともかく，用談三分（ぶん)， というハリ紙を

背にした，ここの社長の鼻いきの荒いのに朧一驚した」
とある。コケシ氾濫（はんらん）時代の種は，あけてく

やしいか，くやしくもないか｡．

人驍罐鰯麗警f駕麓鼠駕
る。コケシ娘の世界では，商品の大灘生産が企業せられ

て，拙速品への溌僅が嵐と吹きすさんだら，この台風一

過のあとには，国会の災害対策が待ちかまえているわけ

ではない。民芸品は，芸術である。郷土玩具は，世界人

の観光につながる。眉ひとつ，髪ひとすじ，．ケシ娘は

いたわってやらねばならぬ。「企業化による大量生産と

は，およそ逆なところに，こけしの本領があるわけだ

が｣， と臼井吉見の片言には，まったく共感がもてる。

おりから，火の気の親しい季節で，長火鉢の火継ぎに

末の娘がときどき顔を出す。こつそりものにする筈の。

ケシ娘が，末娘の眼にとまったらしい。何ともいわない

から，こちらも知らぬ顔である。かくして，この随筆は

生れたが，それも知らぬ顔である。当のコケシ娘も知ら

ぬ顔で，ニッコリともしない。粗製蹴置をされて，笑え
ないのかも知れない。拙文悪筆は，生涯の損らしい。

川県の高松，宮城県の仙台，鳥取県の倉吉(ハコタさん）
これらはいずれも張子（はりこ）組。京都の伏見（ホウ

コ，友引人形，鰻頭喰人形など)，大阪の住吉，仙台の

堤町，米沢の相良，宮崎県の佐土原（羊葵喰)， おなじ
ホウコでも，これらほ土製組。九州の西海岸地方（ベン

ダさん）には木製組も見え，海を越せば,蒙古にも，ソ

ビエトにも，この姉妹は到るところにいて，そのつなが

りは広い。このうち，高松のホウコ，津のホウコ，倉吉

のハゴタさんには，手もなく足もないそうである。木と

張子とのちがいはあるが，東北のコケシに最もよく似た
姉妹らしい。

民蕊笹環紅繍好繍讓
監修,民俗学辞典）そうである。東日本では，木地屋が
コマ蝕楽）も作った。鉄をつかわぬコマであったから

ロクロの持ち味をうんと効かをたわけだ。カシ（儲）の
実はドングリというが，これは，ヅ.グリ，ヅングリ，と

呼んだ。これも，子供や孫に挽いて与えた，手ずさびで

あったろう。手ずさびの原始コケシは，やがて販路を温
泉地にもとめて商品化した。温泉の歴史は古いが，温泉

の湯治客は,概して,江戸中翔を過ぎてから多くなった。

機械工芸としてのコケシ娘，これがお化粧をおぼえて，

山から里へ乗り出したのは，そう遠いことでない。その

間も,天質の肌のなめらかさは,さすがに失わずにいた。

ロクロ娘だからである。

温泉の湯治客に刺戟されては，いつまでも山の娘の生
地そのままが通らなくなった。その顔，その頭，そのス

タイル，次第にこれらが変化してきた。その衣裳も，と

いうよりも，美女の裸身のいれずみにも，その美は加わ

っていった。「コケシの頭と顔の描き方は，明らかに錦

絵の唐童子の図柄の影響を多分に持っている」（三原良

吉所説）そうで，江戸の文化のそよ風は，東北娘の肌を

もなぜた。溝もしろいのは，顔や丈儀にいかほど進化が
あっても，そのひとつひとつにおなじも心がないこと，

これがコケシの身上，日本人にふさわしい季工芸の光り

だ颪う。これがあるから，コケシのマニアもあとをたた

ない。うっかり脱線したら，。ケシ娘は堕落の一途だ。

宮娩展玉造温泉郷の首位を占める鳴子（なるご）温泉

は，コケシの主洗弛である。その昔，うしろに負う鳥谷

（とや）ケ森が鳴動すること連日，山がくずれて熱泉が

ふきでたから鳴声（なるご）の湯。文字がかわって鳴子

の湯となったら，こんどほ常盤調前がひょっこりあらわ

れて，懐中に抱かれた牛若丸が，大雪の峠でキュウキュ

ウ鳴いた。ここの。ケシが，容姿端麗，首をひねられる

とキュウキニウ鳴いて，むずかり給うもそのためだ，と

細工はこまかい。ロクロで首をはめるとき，特別の工夫

をこらしてあるらしい。変り型むろん瀧構であるが，戸

クロと別れたら，。ケシ娘の前雄は多難だ。

名簾謹鏡護鰯苔菫縦鴎：

奉
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ること。ささやかな土台石の努力が，必ず県林務行政の

一歩前進になることを固く信じて。

2．適度の縮尺（凡そ引伸1万分の1）の空中写真撮

影を前提として，森林調査･林道及治山事業の計画など

への利用方法について技術の普及・研溌並に資料の呈示

に一段の努力が要望される。時代の推移に従って，利用

度の大きい技術の導入・普及こそ，林業技術の向上と合

理化の礎であろう。

山形大学農学部須藤昭二

1．〃自然はつれに変ってゆく｡〃これはありきたりの

言葉であるが，私は造林学を研究するものとして非常に

深く感じさせられる言葉である。最近は原子力の平和的

利用の一つとして，実用上有利な突然変異の誘発を植物

育種面にもとりあげられてきていることは大変喜ばしい

ことである。けれども人為突然変異はまだ変異領域のご

く一部分にすぎなく，自然は新しいものをつくってゆく

のに実に大きな力となっている。私

札 幌

鼻 言 えん奴い草

ﾐｱﾐ ，側） ますます元気になってよ
量

く歩ける襟と 今ン：
（ﾛ）一つ一つ仕事を順序よく=

う ミケ鼻 片I職ける糠 ・
": I : "少しつつでもよいから本を熟読する綴

り：トミ 以上錨…いと愚って蟻，※
弓 す。

ﾅこ、 2．林産物搬出についての機械化

い （出来るだけ単純にして効率の上る
様に)。

一

北海道の如き風災跡地の林相整理

九 ゞついて誉部門よ'銅。
五 茨蝿線大子誉赫署

石井一 仁

〃、 1．内容に於てば実に参考になる

年 画が多い瀧蕊羅級の内容が多いた．
直に解するに苦しむ面が多いので，

この点の註釈を願えれば非常に有難

いです。庶務系統の仕事のかたわら
●

林業技術を承る場合，以上のような

点腫特に感じています。

2．特別の字句を使われ参考図書

により研究しても解釈出来ないものもあるので特殊な字

句を使われる場合これの説明が願いたい。例えば「AI

型の崩壊原因」とある場合「AI型」の説明が慾しい･

其の他に於ては特別にありません。

は樹木の蕊異誘発の動態憩新しい年

を迎えると共に更に意を強くして研

究してゆきたい。

2．最近の「林業凌術」は大変読

象やすくなってきたが，いくぶんか

まだカタイ感じがしないわけでもな

い。気楽に自分のもっておる経験や
2 1

観察を投稿出来るようなスペースを

もつと多くさいていただきたい。文
な林わ

章のかたさは投稿者自身の問題でも け業た
あって，けっして内容のむづかしさ れ技し

を云うのではない。むづかしい字句 ば術の
なの希

をたくさんならべることをさけてい
らう望

ただき，広く読者に理解の出来るよ なち
うお願いしたい。 いで

問す
題くﾞ宇都宮大学農学部

に
大金永治 と

1．昨年は転勤や，また引続くな り

れぬ職場での勤務などで心せわしく 上
げ

全く追われる様に一年を過して了っ

た。1956年は，テーマを決めて計

画的に一年を送りたいものである。

まず研究的には中村博士の提唱せる

本数間伐の問題ととりくんで象た

い。また細り表の調製についても検

討したいと思っている。学生とは常に接触して研究的な

こと以外についてもお互に意見を交換したいと思ってい

る。

2．（1）間伐の研究と普及

便）保安林効果の再検討と保安林施業の確立

（3）立木価格算出の蕊礎的因子（丸太出材率，品

質等）の再検討

垂
》

や

●

〈
》

熊本采治山課技肺遠 山

1．国土計画建設林業（治山を含む）部門は，災害防

除，民生の安定，経済自立のため，第一に取上げ強力に

推進すべきであり，先ず山を治めなければ下流部におけ

る如何なる計画も瓦解－3ごるおそれがある蔓

2．日本の森林は，大部分が山僧林であり，林業経営

技術に架空線運材技術は最も早急に取上げなければなら

山形県林務課今野敏雄

1．穂雪県としての森林調査の遅れを，歩一歩挽回す

ること。更に林業施策の基盤である森林調査について，

より技術的に，より妥当性あるよう，把握すべく努力す

－36－
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ない。 (1) さく岩，伐木，伐根除去，木寄，索道架設等

に使用出来る簡便経済的機械の考案

(2)簡易運材索道の設計架設技術の普及

(3)永久林道橋の巾員，スパン別のサンプルの作

製

2

長野県妻寵営林署経営課長小林孝夫

1．従来の行きがかりや面子にとらわれずに，実際に

良いと信じられる方法が実行されることを望む。天然更

新から人工植栽へ，択伐作業から皆伐作業へ，広葉樹保

存からケツペキ除伐へ，等盈皆然り。

2．質と量の両面的生産を研究して来た林業技術も，

将来，セルローズの量だけの生産に専念する時代が来る

に違いないから，その斫究に本腰を入れるべきである。

旭ﾉII営林局計画課小 田 潔
1．（1）経営経済的な立場を強く反映した経営案を編

成すること

②経営案における蓄積調査の客観的な精庭を高

めるためサンプリング及び航空写真を大いに坂

入れること

2．（1）全国の森林盗源を適確に把握すること

②北海道の風害地に対する総合的な対鑛特に

跡地更新と治山治水に対する適切な対策を確立

すること

福島泉原町営林署大翌苗畑主任

山田芳村

1．特別功績章に報ゆるため本年度中に小粒種子のま

き付農及苗畑用姻凹機の考案完成をしたい。

2．育苗について；各樹種共各規格別苗木を植付け其

の後の成績を調査し其の結果よりする。

養苗規準規格の制定：例えばスギ幼苗は必要以上に伸

ばしているのではないでしょうか。一回床替にて山出し

する場合30cm以上なれば幼苗10cmでよいと思う。

桑

L

岡山県林政課島本義信

1．森林調査法の確立

2．民有林に関する記述（森林計画，民有林経営に関

するもの）
愛媛県林務課造林係長W H 生

(1)森林法を改正し公有林野の適正な指導を望む

偶）保安林制度の再検討を望む

侭）未墾地買収地の再検討

(1)林木育種

(2)森林組合の強化育成

1 信州大学農学部堀内照夫
1．私達林業技術者は，優れた技術と末端にまで徹底

し，活用して行かなければならない。これが為に提案さ

れた重要課題について綜合的な研究会，討論会を開催し

たい｡本協会は,雑誌の発行に止まらずこれを本年岬
り実行に移してほしい。

2． 治山砂防工事における全体計画及び施工技術（工

費単価の引下げについて）の再検討。全国的には治山砂

防工事を直ちに必要とする地域が多いが全面的には手が

廻らず，経費も国家財政の面から大巾引上げは困難の様

である。されば定員の増加と事業の拡大を図るためこの

問題を提案する。

2

新潟泉新発田営林署経営課長

堀口政之助

1．新しい1956年を迎え心身共に春うららかな新年

を前に心から御喜びを申上げると同時に我等の林業技術

が日増しに発展されていることは同職の私には真に回生

の喜びとする処であります。今後林業技術が林業界の羅

針盤となって指導的役割を果すと共に試験的観念を脱皮

して実用の技術として飛躍されんことを年頭の希望とす

る次第であります。

2．林業が一ツの企業形態である以上林業経済を無視

して林業の企業経営は成立たないのであるから技術の向

上が経済に直結するよう森林経理部門を取上げるよう切

望する。

垂

〆

山口県森林組合連合会徳永 裕
1．何をするにも勉強の不足を痛感させられます。せ

めて「制率術」程度の論文は読玖こなせるよう勉強し

ようと思っています。

2．林地肥培による生産力の増強

限られた国土であるとはいえ需要を滴たすに足る木材

を提供することが林業技術者のつとめです。馬混県赫務課麻木直美
1．（1）林道法の制定

（2）林道開設予算の増額

（8）小団地開発整備事業予算の増額

（4）木造老朽林道橋で重要なものの永久(半永久）

橋への架替に補助金の交付

函

長崎県林務課 I
所謂農用林について勉強してみたい。

適地適木の簡易選定技術

生

Ｂ
●

１
２
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長野県下水内地方事務所称務課

山崎技師

1. Ag.として其の森林所有者の相識目手になり充分

活躍出来得るような機構になり「林業技術」の普及侵透

をはかりたい。

2．材木育種の問題,精英樹選抜のための談極的な方

策 ．

長野県北佐久地方事務所林務課

前島 功

1．新らしい技術が発表されるたびに，現実的な技術

も兎角忘れられ勝ちになり物珍らしく新技術ばかりに拘

泥するが，下積拳になっている捨て難い技術を拾い上げ

て森林所有者全部に実行させるよう努力し，毎年今年こ

そと繰返すが,今年こそ頑張って希望を実現したい。

2．薪炭林の施業改善

材獄転換を推奨する今日，薪炭林面穣は漸次減少する

が最小面積から最大の収益を得る上に於て薪炭林の施業

改善は重大な意義がある。

新潟県林務課施業計画係田中久雄

1．各部門によりいろいろと解釈出来ない面にただ読

むだけになる傾向なのでこの誌を中心にいろいろ勉強し

たいと考えております。

2． 国家的な問題となっている森林資源の減少に今後

の森林計画樹立に当り空中写真による奥地林の蓄積の把

握実施段階にもって行く技術的な面を取り上げてよりよ

き資源の把握を実施することの出来るような問題

長野営林局文 生

健康であること。

(1)講師を地方に派遣して身近なことについて識

演叉は挿蔦されるよう計画されたい。

(2)搾裳にi率携っている者にとって"林業技術〃

は明日への参考であり手引であるので端なる識淡

の発表等はなるべく少くし，経営面に広く参考出

来る機関紙であってほしい。

蚕

今

一申
①

１
２

石川県金沢営林署S I 生

1． 皆様明けましてお目出度う御座います。正月とも

なれば毎年一年の計を立てますが，一年を回顧して象ま

すと，半分も実行されていないことに気がつきます。本

年は理想的な希望を持たず，現実に安易に実行出来る希

望を持ちその希望に出来るだけ近づく様努力したいと思

い童す。我な山林を相手として働く者は，先ず林業の知

識を一層深めて行く事が大切ですが，私の様に経験の浅

い者は，基礎知識が必要となります。そこで私の本年の

希望ほ「読書の励行」「研究心の向揚」の二つに重点を

おき，平凡でも底の深い林業技術者になりたいと思いま

す。

2． 編集には大いに頭を悩まされていることと存じま

すが，現在〃林業按術〃を毎月一通り読んでいる人が何

人いますでしょうか，おそらく目次に目を通し，拾い読

象も極く稀にして,綴り紐に本を通す，これが半数いや，

それ以上になるかも知れません。何故この様な状態であ

るかは，各個人の興味及林術の知識によるものと思われ

ます。そこで会員各層のレペルを一段と研究され，皆に

読まれる本にして頂きたいと思います。次に私達は会員

の一人でありますが，各分会を一歩出れば誰が会員であ

るかも判じかねます。そこで会員相互の親睦の意味から

も是非会員名簿を作成して下さい。

"

滋賀県伊香地区林業技術普及員

上杉貞雄

1．林学は50年進承，称業は50年遅れていると言わ

れている，普及事業発足以来すでに5年6カ月6回目の

新春を迎え，私の希望はユ本の林木にも，山峡に棚引く

製炭の煙にも，林学に立脚した林業として，時の流れと

林学の進歩に堅くかみ合って廻転する民間林業の確立で

あります。

？

秋田県林務課計画係加藤清良

1．林業技術指導にあたって各果の技術者が地方の人

人にいかにして技術的な指導を行っているか，その実体

を毎月一県づつ取上げて発表してもらいたい。

2．林業技術進歩につれて新しい林業用語が出来る。

例えば新しく出来る「林業用語と解説」また，化学の進

歩により人工的な合成木材･が出来てくる，今後も木材不

足の為，合成木材が出来る，其の製造方法と使用法解説
等。

澪
型
」

秋田県畠山宏信

1．地方に承られる経験的な優れた林業へもつと手広

く科学的検討を加え，之よりヒントを得られるようも.つ

と深く，広く，発展させるやうにしてほしい。

2． もう造林方面では施肥の問題，育種の問題が大き

く取上げられなければならぬ段階であろうが，今農業方
面にて既に取上げている放身罐（原子力）との関係を取
上げなければならぬと思う。

鹿児島泉鹿屋営林署．柿木 司

1．保守党の健全な発展と，進歩的社会政策の即時実
行を望ゑます。

2．積極的な広葉樹の利用開発と，造林方策の一大前

進を望承ます。
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開催した。大会は当日午前9時30分より田島鹿児島県

林務部長の開会の辞に始まり，旧九州麦部長の代理とし

て中川熊本営林局経営部長の経過報告があり，ついで田
島文夫氏議長となって，規約，役員の選出，収支決算，

事業方針等を決定し，松原専務理辮挨拶，新任連合会長
の挨拶などあり，最後に林野庁長官（代理小田精技官）
及古江鹿児島県森連会長の祝辞を以て大会を閉じた。

筒引続き称学会九州支部総会が行われ，更に特別講演
会を開き，午後は林学会々員による研究発表会，叉翌28
日は見学旅行を実施して大会を終了した。

特別講演

日本林業史より見たる九州
鹿児島大学教授鳥羽正雄氏

視察旅行

第1班鳴山海岸飛砂降止林
第2班鹿児島市内

第3班桜島熔岩

○九ｿII1I支郡連合会役員

昭和30年11月27日鹿児島に於て開催の連合会大
会に於て次の通り選出された。

顧問西田屹二（林塞九州支部長）
会長梶木治郎（熊本営剃掲長）
副会長 山添儲三（鹿児島大学教授）

相馬五郎（熊本県林務部長）
委員熊本営林局支部長

福岡采支部長（監査委員）
佐賀県支部長

長崎梁支部長

熊本果変部長
大分栄支部長

宮崎県支部長（常任委員）
鹿児島県支部長（常任委員）
九州大学支部長

宮崎大学支部長
鹿児島大学支部長（常任委員）
熊本営制掲経営部長（常任委員）

〃 事業部長
〃 造林課長
〃 監査課長（監査委員）

O佐賀県支郡役員
支部長藤井毅一
副支部長野中寛
常任委員安館菊三須古購知平野仁
監査委員崎田善七柏原義人
委員江上三郎池田淳宝蔵寺綱男

平原米一高橋唯夫樋口隆
幹事小部あきら

O北海道大学支部

昭和30年9月15日支部規約を決定し，次の通り役員
を選出した。

支部長三島慾
副支部長高橘延清

委 員谷口信一 川瀬清朝日正美
山本義雄

幹事島津永司 小野寺勅雄滝川貞雄
玉利長三郎

○四国支部連合会大会

昭和30年n月13日（日）高知市中央公民館に於

て，日本林学会関西支部総会と共に開催された。来賓と

して高知県知事(代理)，高知市長,大谷高知営林局長，

臼井大阪営林局長,東大中村喪太郎教授,林学会関西支

部長沼田大学博士等臨席，本会からも松川理事長並に松

原専務理事が出席し，管内会員約400名参集した。

午前9時開会，来賓各氏の祝辞の後，高知県農林部長

安岡博氏議長となり，長井局経営部長の緬愚報告に次い

で，支部連合会規約，連合会役員選出，顧問推薦，昭和

30年度予算等を通知上程審議決定した。

引続き林学会支剖総会を開き「縁の国土」ほか2淵の

映画を雛賀し午前中の行事を終了，午後は会場を高知大

学農学部に移して刺学会会員の研究発表会が行われた。
翌14日及び15日は次の通り見学旅行を挙行して大

会の行事を終了した。

第1班（14日） 和紙製造及市内見学
第2班“，15日） 魚梁瀬国有林

○四国支部連合会役員

顧問大谷一太郎

会長髪岡博（高知梁農林部長）

副会長長井英照(高知営林局経営部長）
委員安岡博(高知県)，宮地秀雄（高知局)，

長井英照（高知局)，杉本肇（松山大学)，

河合慎二聴島県)，橋詰敏夫（高知局)，
萩森隆一（香川県)，林茂聴島県)，
奈良英二（高知局)，福田次郎（高知大学)，
石井盛次(高知大学)，工藤一郎(松山大学)，
幡克美("I1農犬）

幹事永野幸雄（高知大学)，西村修（高知県)，
伊尾木稔（高知局）

○高知大学支郡役員

支部長福田次郎

常任委員井上一郎
監査委員石井職次
分会委員 岡本善薫 、
幹事村山茂明

O徳島県支部

昭昭30年11月9日徳島泉支部を設立,事務所を同県
林務部治山会内に置き，規約を定め，次の通り役員を選
出した。

支部長河合慎二
常任委員賀島政敏
雛査委員土屋芳雄

幹事佐賀茂高瀬正

O九州支部連合会大会

‘昭和30年11月27日鹿児島大学農学部講堂に於て，
会員約350名参集し本会からも松原専務理事が出席して

雪
」

分

■

桑

L

＝
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四国支部連合会規約

第1章総則

第1条本連合会は日本林業技術懐会四国支部連合会（以下単
に本会と称する）と称しその事訪所を高知営林局内に置く

第2条本会は四国地方の各支部を以って組織する

第2章目的及び事業
第3条本会は社団法人日本林業技術懐会（以下単に本部と称

する）の目的達成に捜力し併せて本会各支部の連絡と会員の
懐調を図ることを目的とする

第4条本会は前条の目的を達成するために左の事業を行う
本部事業の実施に対する懐力

本部の目的に合致する地方的事業の企画叉は実施
前各号に関して本部に対する勧告叉は要請
各支部椙互間の連絡並に会員の捜調に関する事風
其の他本会の目的を達成するため必要な事業

第3章役 員
第5条本会に左の役員を置く

会長 1 箸

副会長 1 名

委員 若干名

うち若干名を常任委員2名を監査委員とする
幹事 若干名

第6条役員の選出方法は左の通りとする
会長及び副会長は委員会に於て選出する
委員は各支部長及各支部委員の中より大会において譜千名選
出する

常任委員及び監査委員ほ委員の中からこれを互選す為
幹事は全農がこれを委嘱する

第7条役員の職勅は左の通りとする

会長は本会を代表し本会の業務を統轆する
副会長ば会長が事故あるときこれを代理する
常任委員は業務を執行する

監査委員は業務を監査する
委員は本会の運営に当る

幹蕊は本会の事務を担当する

第8条役員の任期は満2カ年とする但し重任を妨げない
役員は任期満了後に於ても後任者が就任するまではその職務
を行うものとする

補充された役員は前任者の任期を継承する
第9条本会は本部の要請により地方理事2名を推爾するもの

とし，委員の中から会長の指名によってこれを選出する
"10条本会に顧問を騒ぐことができる

顧問は委員会の決議によって会長がこれを委嘱する

第4章会議

第11条本会の会議は大会及び委員会の2とする
第12条大会は会長の招集によって本会に属する各支部の会員

が出席して開催するものとし規約の変更其の他重要な烈項に
ついて議決する

第13条委員会は本会の運営に関する事項について必要ある場
合会長がこれを詔蕊する

第5章会計
第14条本会の経幾は寄附金，各支部からの樋出金及び其の他

の収入を以ってこれにあてる

第15条本会の会計年度は毎年4月1日から翌年3月31日ま
でとする

附則

第T6条本規約は昭和30年11月13日より実施する

」
《
》

「

～~－－－－－拳一一一一一

九ﾘilll支部連合会規約 第7条役員の職務は左の通りとする

会長は本連合会を代表し本連合会の業務を統轄する
副会長は会長が騏故あるときこれを代理する
常任委員は業務を執行する
監査委員は業務を監査する
委員は本連合会の運営に当る
聯事健本連合会の事務を担当する

第8条役員の任期は満2カ年とする，但し重任を妨げない
役員は任期満了後に於ても後任者が就任するまではその職務
を行うものとする

補欠選挙により就任した役員肱前任者の任期を継承する
第9条本連合会は本部の要請により地方理事2名を推煎する

ものとし，委員の中から連合会畏の指名によってこれを選出
する

第10条本連合会に顧問を置くことができる

顧問は委員会の決議によって連合会長がこれを委嘱する

第4章会議

第11条本連合会の会織は大会及び委員会の2とする
第12条大会は連合会長の招集によって本連合会に属する各支

部の会員が出席して開催するものとし規約の変更其の他重要
な事項について議決する

第13条委員会は本連合会の運営陣関する事項について，必要
ある場合連合会長がこれを招集する

第5章会計

第14条本連合会の経費は寄付金．本部からの交付金及び其の
他の収入を以ってこれに当る

第15条本支部の会冒1年度は本部の会計年度に準ずる

附 則

第16条本規約は昭和30年4月1日に遡行して実施されたも
のとする

第17条本規約によるのほかは委員会に於て捜議決定するもの
とする

■

第1章総則

第1条本連合会は社団法入日本林業技術懐会九州支部蓮合会
と称しその事務所を熊本市熊本営林局に鐙く

第2条本連合会は日本林業技術懐会支部分会整伽喪綱の定む
るところにより九州地方の各支部を以って組織する

第2章目的及び事業

第3条本連合会は社団法人日本林業技術懐会（以下単に本部
と称する）の目的達成のために捜力し，併詮て本述合会地域
内の各支部の連絡と会員の淡鯛を図ることを目的とする

第4条本連合会は前条の目的を達成するために左の事業を行
う

本部事業の実施に対する捜力
本部の目的に合致する地方的事業の企画叉は実施
前各号に関して本部に対する勧告叉は要請
各支部相互間の連絡並に会員の懐調に関する事業
其の他本連合会の目的を達成するため必要な事業

第3章役 員

第5条本連合会に左の役員を置く
会長 1名
副会長 2名
委員 15名以内

うち3名を常任委員，2名を監査委員とする
幹事 2名以内

第6条役員の選出方法は左の通りとする

会長r及び副会長」は委員会に於て選出する
委員は各支部長及支部役員若干名を以ってこれを充当する
常任震員及び職査委員は委員の中からこれを互選する
幹事は会長がこれを委嘱する
支部の役員は本連合会の役とを兼ねることは妨げなし、

I
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林業技術昭和30年-1955 （155号-166号）総目次
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| 号｜頁執筆者名題

巻 ，頭
＝

をヨ

松川恭佐 155
〃 166

１
１

林力の充実

純真なる友情

説論

趣昭治

紬 孟

松砿三

村 勇

松砿三

田丈之助
〃

田良一

村 舅

156

156

157

160

161

162

163

163

165

１
｛
１
１
６
０
９
２
０
１

１
１
２
１
２
１

船
加
小
野
小
村

日本林業の技術的性格

林業に於ける木材品質管理

林業における地価と地代の意義とその関係について

日本林政の課題と国有林の意義

わが国国有林の本質を論ず

間伐方式の自由採用

林業の生産とその生産物の評価

林業における地価・地代及び利子率

日本澗雲の展開と課題

桑

里三

１
１
１ ’半

野

研究報告

芝田隆雄

江島正吉

大山浪雄
秩父地方事務所

総務係茂

野村昌啓

松井 咲

中西 弘

石村正雄

瀬川与作

岡本邦光

深尾 忠

畑中福次郎

金沢勇治

猪狩俊雄

山本 仙

百瀬行男

平川松信

奥田耕二

藤本克己

高橋直士

林 正人

秋保親悌

156

157

157

160

161

162

162

162

162

162

162

162

162

162

162

162

162

162

162

162

162

163

164

４
６
６
０
４
１
７
３
６
８
９
０
１
３
４
《
５
６
８
９
１
２
４
４

１
１
１
１
１
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
１
３

コナラ老木の直経偏寄と代根型の考察

久慈川水害防備林について

英国1,ケナシの育苗畑におけるイヤ地現象防止の一例

すぎ播種年生苗越冬防寒試験成穣

施肥による治山植栽木の生育について

豪雨による林道災害について

久賀島の構

天然生林改良事業成績調査について

焼松地ごしらえの一方法について

寒冷地における造林の体験を語る

融が担当する薄別国有林事業について
ニセコ団地に於けるカンパ類の更新について

すぎ1年生造林について吟味（予報）

造林地風衝の実態とその対策について

モミ天然生稚樹の刈出について

寒冷造林地の育成について

林業技術の推進及研究

薬剤撒布ホース捌施設の考案

収謹業務の一端から見た担当区のあり方

ひのき苗の表裏が床替作業に及ぼす影響について

スギ・ヒノキ造林の立木利用率について

山林走駆用特殊オートバイについて

雪概運材作業の静摩擦抵抗と安全に関する雑考

解説・蕊座

』■

言

全

、

6

林
岩
藤
岩

弥栄

川盈夫

林 誠

川盈夫

５
５
６
７

５
５
５
５

１
１
１
１

３
２
５
２

２
４
３

主要樹種の天然分布

林木の品種改良

B"shCleanerについて

林木育種講座 1
－－－－1－一一



｜号 ’題 名

森林風害調査について

水害調査方法

水の面よりふた簡易な水害調査法について

雪害調査方法

樹病発生の諸因子と早期診断

野鼠による森林被害の学術調査法

林野火災の現地調査について

北米における林業用薬剤の使用傾向について

各国の松脂採取事業

林業と航空写真

北海道の風害処理に伴う技術上の問題点

工業用木炭

航空写真による森林調査史的観察

精英樹について

アメリカにおける小森林分析の方法と稼業経営指導の紹介

林業上航空写真利用の略史

ヨーロッパの接木苗造成法

牛山式間伐法

林業技術の発展過程

利用方面から見た航空赤外線写真

外国樹種の導入と病害の問題

林木のタネの蜘民と発芽促進

林地の性枯殺剤（クロシウム）について

最近に於ける木材需給動向について

総合経済6カ年計画と林業6カ年計画について
触媒製炭

淵木のタネの休眠と発芽促進

林業技術の発展過程

1955年の回顧 1林政部門

2育林部門

3詠業経営部門

4森林作業部門

5森林防災部門

6森林病害虫部門

7パルプ産業部門

8木材工業部門

9林業改良普及部門

10特殊林産部門

11林産化学部門

12木材商業部門

執筆者

玉手三棄寿

川口武雄

丸山岩三

雪害研究室

伊藤一雄

木下栄次郎

岡山正夫

丼上元則

伊藤清三

仰木重蔵

茅野一男

岸本定吉

木本氏房

中村蟹太郎

松原 茂

中山博一

高橋廷清

牛山六郎

石川利治

木本氏房

伊藤一雄

柳沢聴雄
浅川澄彦

野原勇太

田中秀次郎

孕石正久

岸本定吉

柳沢聰雄
浅川澄彦

石川利治

有水 彊

四手井綱英

野村 勇

三品忠男

河田五郎

清永健介

石田加能雄

小倉武夫

豊田久夫

伊藤清三

南 享二

吉田好彰

頁
１
９
巧
加
認
１
６
８
，
坊
１
５
瓢
１
５
画
１
４
お
瓢
１
理
虹
１
６
刀
璽
釦
２
４
６
９
ｍ
廻
巧
画
狙
璽
配
あ

158

158

158

158

158

159

159

159

159

159

160

160

160

161

161

162

163

163

163

163

164

164

164

165

165

165

165

165

166

166

166

166

166

166

166

166

166

166

166

166

一
《
》

毛

■

《
雪

座 談 会

営林署担当区主任の体験を語る 161 1 33

随筆・雑文

尾瀬の柳と唐桧

森林保育と自然保謹とレクレエ戸ション
武田久吉

田村 剛

155

155
２
８

－2－
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執筆者 号名題

８
９
ｎ
幽
鵡
必
皿
お
お
Ⅳ
姐
廻
勿
虹
躯
調
鏥
如
妬
釦
調
詔
廻
妬
超
”
廻
皿
巧
刀
詑
野
配
詣
諏
諏
銘
記
調

小口義勝

四手井綱英

脇田 豊

弓削 晃

桑原 宏

福間俊正

清瀬挫明

山上太一郎

加納一郎

坂田善三郎

真宮次雄

長井英照

平井信二

牧山義郎

原田 泰

成沢多美也

伊藤荘之助

横田精一郎
成沢多美也

石ソII利治

成沢多美也

155

155

155

155

155

155

155

155

155

155

155

155

155

155

155

155

155

155

156

156

157

157

159

159

160

160

162

162

163

163

164

165

166

166

166

166

166

1 ］6‘， 166

林業記者入門

読まれにくい学会誌

雑談雑感

阿蘇の景観を守れ

とかくこの世は

天衣無縫

森林への理解と反省を

北方林業の確立をめざして

つづく雑誌

｢澗錐技術」に注文する

編集雑感

防波竹林と友

林業技術と木材加工技術

無題

林業雑誌編表のことなど

JOhnJamesAudubonのことども

ヤマメの話

椀からコケシヘ

JOhnJamesAudubonのことども

漫筆

漫筆

大平洋地域林業会議（紹介）
JohnJamesAudUbonのことども

林業総合展を見て想う

大蔵永常

JohnJamesAudubonのことども

陶山訓庵

原始林.御花畑
ものは考えよう

治山担当者の雑感

機浦宗案

治山担当者の雑感

アメリカの門松

スギの葉

私の放談

生命の起源からの連想

わたしのほうだん

ノイローゼ

「制錐#郵了とは」と云う質問

曇
》

可

成沢多美也

田中紀夫

横田､精一郎

成沢多美也

横田精一郎

三浦伊八郎

大政正隆

福森友久

横田精一郎

福森友久

遠藤 隆

須藤昭二

伊藤清三

杉下卯兵衛

横瀬誠之

小沢今朝芳

大福喜子男

詞
二

空

介紹

日 林協

兵頭正寛

中村蟹太郎

伊藤清三

日 林協

159

159

159

159

159

161

８
３
４
０
３
９

１
２
３
３
３
２

第5回懸露命丈審査発表

45沢の測高用のポール

FAO林業会議の印象

全国乾椎茸品評会に出品された椎茸を見て

第一回営林署担当区主任の林業技術コンテス1、

日本木材学会の創立

－－3 ‘一一一



号｜頁題 名 執筆者

アジア大平洋林業会議開催さる

ヘルスホルム林木研究所 篤’患｜

:｜謡’

松川恭

舘脇

２
４
→

３
１

抄 録

アメリカの苗畑用の器具と機械

テーダ松の樹高生長と直径生長におよぼす枝打の効果について

新刊紹介

藤島信太郎箸森林経理繍義

小出博編箸日本の水窪

上田弘戸郎薯水害防備林
中村麗III郎藩崩災と国土

新潟県林務課研究普及係綿水糟装湿黒炭製造法

W.A.プルツクラツハー述・武田通治編ヨー戸ツバに於ける写糞
用と発展

小出博著山崩れ

伊藤一雄箸図説樹病識義

ヨー戸ツバに於ける写翼

頭正

頭正｜

’

丘
〈
丘
〈

17

20

仰木重職

坪田 康
倉田益二郎

松川恭佐

畷口陽一

津田末吉

中山博一

倉田益二郎

今関六也

156

157

158

162

163

164

164

166

豹
窮
四
娼
翠
”
“
謎

晶

一

汎慢の応

質疑応答

木材流送路及び貯木場に関する文献

粉剤消毒薬について

用材率及び功程に関する文献

二硫化炭素の効果と使用法

むらさき紋羽病について

播種床に於けるビニールの利用

ク戸一ルピクリンと二硫化炭素の薬害について

上田 実

林試樹病研究室

辻 隆道

林試昆虫研究室

伊藤一雄

小野陽太郎

林試昆虫研究室

１
Ｍ

155

157

158

158

158

161

161

８
９
９
９
０
４
４

４
１
３
３
４

P

？

雑

林業写真コンクールス選者発表

第8回通常総会の報告

第8回通常総会決議公告

日本林業技術協会支部分会蕊備要綱

昭和30年度林業専門技術普及員資格群舞課題
原田博士をしの夢

藤岡光長先生の遜去を悼む

故頴川徳一氏と北海道地域の航空写真の撮影について

／録

林
林
林
林
林
》
林
正

日
日
日
日
日
沖
日
堀

協
協
協
協
協
夫
協
之

158

161

161

161

162

162

162

165

I諏
鉦
鉦
鉈
“
妬
幻
弱

一
→
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林業技縦叢書（日林協編）：
二
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亨

林業剛説シリーズ(林業解説編集室編）
＝

円
８
恥
亜
超
加
鵡
８

〒
鋤
”
油
心
”
”
詞

円
雫
雫
筆
雫
卸
誕
員

く
く
く
く
会
試
陰

０
０
０
０
ノ
ｔ
２
０

７
０
８
８
０
１
６

１
１

１１
噸
即

源》
》
岬
州
》
》

。
呂
三
寺
ロ
。
Ｑ
今
急
二
一
。
。
争
ｇ
◆
声
。
言
呂
・
豊
二
一
ｇ
忘
呂
畠
弓
言
呂
呂
二
き
き
ｇ
言
一
切
。
ｇ
◆
呂
呈
孟
弓
弓
・
呂
二
》
ｇ
ｇ
ｇ
二
三
言
差
孟
言
室
忌
呂
ｇ
二
壱
三
三
呂
二
。
ｇ
言
墓
霊
一
舌
言
ｇ
二
．
ｇ
ｇ
室
一
二
一
旨
呂
呂
一
二
弓
三
呂
二
二
号
君
弓
●
二
コ
・
ロ
９
．
９
二
ｇ
ｇ
ｐ
Ｚ
二
つ
言
呂
目
二
ｇ
一
言
ｇ
二
コ
宕

円
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

一
丁

予

釦
鋤
鋤
釦
釦
如
如
鉛
如
鉛
如
如
如
如
如
如
如
“
“
釦
如
如
釦
釦
釦
卵
卵
釦
釦

円

１

冒羅

：6藤村重任
言
：7田中波慈女

皀

胃 8岡崎文彬
呈

冒 9片山佐又
星

亨10飯塚雛

弓11舘脇 操

多13中村寶太郎

冊
郡
誕
妬
諏
諏
必
錫
躯
凱
魂
露
弱
諏
弱
帥
鑓
“
、
翅
沌
惣
だ
”
”
帥
副
鎚
鎚
拠

内田登一難

亀井専次木材腐朽

今西錦司いわなとやまめ

島田禽臓新森林法とこれから‘

加留部善次ナラ材の在り方

瀬川 清材界の諸断面

山崎次男日本古代の森林

村山醸造キクイムシの生活

塩谷勉日本の造林政策

岡崎丈彬林木のなか水

沢田 博木曾の林業

選抄歌集山と森の歌

佐藤大七郎苗畑とﾕk

水野金一郎秋田のスギ林

嶺 一三日本のカラマツ林

石昌子山と森の句

右田仲彦広葉樹パルプの現状

太田嘉四夫野鼠の調査法

寺田喜助風災5700万石

八木下弘林業写真の問題点

京大林学教室林学名著解題(1)

保坂秀明木材糖化工業

梶田茂ほか林業名著解題②

渡辺．延清林木育種の旅

兵頭正寛和紙とその原料

加納孟成長と材質

沼田 真竹林の生態

平井信二材料としての木材

沼田大学著名なる鍔者

其の他

擁

木材腐朽

いわなとやまめ

新森林法とこれからの民有林

＝

林業普及(技術)シリーズ(蕊鑑愚畿識＝

一

：－

=NO.

彦2俸本毒吉瀞噌羅炭窯の瀧築に就＜ ’5 8
；3慶野金市どん<・りの味噌鍵苣に関する研究25 8

号、健藤邦彦繊溌麺腫満繊嘗調査報醤恩‘ ，
；6武田鯛愛水源の雨鐙に就て 45 8
言8瞬端減・外2名ヒノキの捗銀に関する研究40 8
今 9堀岡・菊地合板用ウイスコース接請剤 30 8
ミ12藤田信夫とちの化学 20 8
言16犬飼・上田森林と野鼠 20 8
亨19小倉武夫木材の乾燥 80 16
喜21内田 恋木炭の話 ・30 8
:22伊藤蒲三特殊林産物の需給と栽培(需給編)5016
胃23四手井・翻締積雪と森林 100 16
号28米沢･燕也パルプの話 60 8
:3O伊藤清三特殊林龍物の需鵜と栽培偽鴬)'30'6
冒

皇35永井行夫しいたけ 100(会員90)16

皇37原口 率苗木の話 130(会員120)16
言38内田登一苗畑の害虫 120(会員nO)16
:40加藤誠平運材用索道主索の設計と検定

”100(会員90)8
ヶ

言4l上田弘一郎竹林の仕立方 90(会員80)8
言“渡辺資仲たんにんあかしや 70(会員60)16
二

号
林業普及叢書(林野庁研究普及課綱）

０
１塞

里

今

星

盆

塞
呂
争
弓
呂
宝
ゴ
ｇ
ｇ
目
垂

今日の林政問題
丸太材積表

林業用度麓衡換算表

二
ｇ
ｇ
ｇ
二
二
一

蝿

1仰木重蔵施業案の話

3小野・松原ぐるみ

35(〒共）

32 8
横川信夫

日林協版

山林局・日林協編

８
８

０
０

１
５ 150(会員135)16 町

つ
←
や
ロ
ー
守
口
ロ
●
一
一
』
一

三 J 、グーハハヘヘーマー\ヘハーヘヘー"w,～ヘハハー､一一 ～-ニーーーーーーーヘヘデー～～､ハハヘハゴLヘハヘハハハー、ヘハーーー 丁
二

一 胃

： （注意） ’． ’00門以下の御送金は郵便切手でも差支えありません。 ミ
言 3

2．振替で御送金の場合は裏面へ必Fず御用件を記載して下さい。 ：●

;…‘,…＃州’‘‘.陣京都手代園区六審町7"(33) 7627･9780穀日本林業技術協会;'m職………；
．(振替・東京60樫8番）

一一一＝トー令一L ■

ｒ
Ｆ
■

１
１

社団法人日本林業技術協会

東京都千代田区六番町7番地

電話（33）7627．9780番

振替東京60448番

発行所



★わが社の標語☆日
本
全
国
の
林
材
界
の
こ
と
は

何
で
も
早
く
す
ぐ
わ
か
る
‘

日
刊
林
材
新
聞

林
材
界
の
大
衆
雑
誌

林
材

１

月
子

是
非
御
愛
読
下
さ
い
／

東
京
都
江
東
区
深
川
二
．
の
四

林
材
新
聞
社

Ｊ
二
三
一
三
、
八
九
五
三
、

電
話
“
五
七
六
九
、
五
七
七
四
、

く
八
八
四
六

振
替
東
京
六
八
一
五
三
番

よい記者．よい記事．よい新聞

０
正
確
な
報
道
と
迅
速
な
》
三
－
ス

令
産
地
や
市
場
の
動
向
が
常
に
わ
か
る

●
米
材
南
洋
材
を
は
じ
め
特
殊
材
も
掲
載

０
需
要
面
の
動
き
も
日
舞
に
報
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◆
全
国
の
営
林
局
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で
も
読
ま
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国
鉄
そ
の
他
の
需
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で
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好
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◆
広
く
木
材
を
知
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最
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新
聞

０
三
都
市
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市
況
が
一
目

◆
製
材
技
術
関
係
記
事
満
載

『
《
》

蕊日刊木材新聞社
東京都江東区深川冬木町1番地
電話深川(64)4211．9617番

、振替口座東京162789番 窪

繩
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鯛
ゞ
愛
雫
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本
紙
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羅
さ
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通
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卓
越
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編
集
陣
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主
り
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確
迅
速
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一
三
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ま
す
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株
室
荏
赫
業
新
聞
社

本
社
大
阪
市
西
区
北
堀
江
上
通
三
ノ
ー
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京
都
港
区
芝
新
橋
四
ノ
四
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局
全
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各
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十
‐
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版
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刷

農
林
出
版
株
式
会
社

電
一

社
長

東
京
都
港
区
芝
新
橋
四
丁
目
四
○
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四
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工
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北
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製
紙
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長
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岡
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三
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習
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発
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京
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六
五
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六
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塚
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敦
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井
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宗
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京
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五
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と

取
締
役
社
長
金
井
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直

東
京
都
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阪
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川
家
具
意
匠
研
究
会
編
〔
日
本
図
書
館
協
会
選
定
図
書
〕

き
る
と
共
に
室
内
装
飾
の
一
端
を

山
林
暹
著林

業

Ａ
５
三
二
四
頁
五
○
○
円

田
中
勝
吉
著

木
材
の
加
工
と
接
著

Ａ
５
二
○
○
頁
予
三
○
○
円

柵
州
蠅
遵
僻
接
着
の
技
術

Ａ
５
七
八
頁
一
二
○
円

報
篭
猿
材
工
学

Ａ
５
四
三
○
頁
七
○
○
円

土
居
砿
夫
著

製
材
経
営
の
秘
訣

Ｂ
６
二
七
二
頁
二
○
○
円

土
居
砿
夫
著

実
用
製
材
技
術

Ａ
５
二
二
○
頁
四
五
○
円

武
田
正
三
箸

製
材
技
術
者
必
携

Ｂ
６
三
一
二
頁
四
五
○
円

雫
補
輔
鯛
材
積
表

小
型
一
二
○
頁
一
五
○
円
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

し
て
い
る
。

【
主
要
内
容
〕

家
具
工
芸
全
般
に
つ
い
て
、
実
際
的
平
易
に
解
説
し
、
最
近
に
お
け
る
家
具
界
の
新
し
い
材
瞬

加
工
技
術
・
木
工
機
械
並
び
に
企
業
経
営
上
参
考
と
な
る
必
喪
事
項
に
つ
い
て
洩
れ
な
く
記
述

Ｂ
５
特
上
ア
ー
ト
・
六
八
頁
・
原
色
版
一
、
写
真
一
七
○
葉
・
価
四
一
八
○
円
〒
四
○
円

最
も
新
し
い
外
国
家
具
の
図
集
で
、
優
秀
な
家
具
の
デ
ザ
イ
ン
と
そ
の
傾
向
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
と
共
に
室
内
装
飾
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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具
意
匠
研
究
会
編 蕊

購
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需
繍
籍
雷
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W
i

木
材
技
術
研
究
会
編

素
材
石
数
早
見
表

小
型
一
六
○
頁
二
五
○
円

堰
梛
議
鮒
議
溌
鯰

同
右
編

☆

材
錐
二
箏
諄
践
鳩

一
濯
準
鑿
如
謹
湘

一
騨
舗
騨
謹
琳
讓
離
州

家
具
意
匠
研
究
会
編

曜
崎
雲
（
｜
壁
霊

世
界
家
具
装
飾
図
集

ゞ
Ｂ
５
七
○
頁
五
八
○
円

灘
霞
喧
の
工
作

Ｂ
６
版
四
○
○
頁
函
入

図
版
・
写
真
六
○
○
個

価
六
○
○
円
〒
五
○
円

一
九
五
六
年
版

家
具
の
塗
装
．
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I
理
学
博
士
中
村
慶
三
郎
著

埋
鍵
釧
峰
一
四
一
五
胡
罷

崩
災
と
国
土
Ｉ
地
幸
山
崩
の
研
究
’

四
国
・
九
州
・
東
北
の
各
地
の
視
察
報
告
の
意
味
を
兼
ね
、
従
来
の
研
究
結

果
を
綜
合
し
て
公
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

選
書
判
一
七
○
頁

農
林
技
官
三
好
三
千
信
署

定
価
一
八
○
円

日
本
の
森
林
資
源
問
題

資
源
調
査
会
森
林
部
会
三
カ
年
の
検
討
成
果
の
発
表
。

選
書
判
一
四
○
頁

農
学
博
士
鈴
木
時
夫
箸

定
価
一
五
○
円

東
亜
の
森
林
植
生

東
亜
全
域
に
対
す
る
森
林
極
盛
相
、
群
集
の
体
系
に
対
し
、
新
し
い
試
案
の

提
供
（
組
識
論
・
相
観
論
）

理
学
博
士
山
本
莊
毅
著

塞
臓
剰
主
端
龍

地
下
水
調
査
法

理
学
博
士 １

１
１

二
十
年
間
の
地
下
水
学
の
理
論
と
技
術
と
を
網
羅
し
、
実
地
に
応
用
を
説
い

て
あ
る
。

選
書
判
一
八
○
頁

‐
博
士
小
出
跡
著

定
価
一
八
○
円

①
応
用
地
質
Ｉ
岩
石
窟
化
と
森
林
空
誌
Ｉ

適
地
適
木
を
科
学
的
、
具
体
的
に
検
討
し
た
植
林
造
成
に
日
本
の
実
例
を

記
す
。

②
山
崩
れ
ｌ
応
用
地
質
Ｉ
選
書
判
二
一
○
頁

定
価
一
八
○
円

日
本
各
地
の
災
害
地
を
長
年
月
に
わ
た
り
実
地
踏
査
し
て
実
例
に
つ
い
て
そ

の
対
策
を
発
表
。

少

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
弐
丁
目
拾
番
地

発
行
所
認
識
古
今
害
院

錘
蕊
韓
識
郵
垂
垂
唾
叱
藷

１
．
日
Ｉ
ｉ
■
！
１
ｋ

一 一一



昭
和
三
十
一
年
一
月
十
日
発

昭
和
二
十
六
年
九
月
四
日
第
三
弧
郵
便
物
認
砺

… ．ー一山弓侭酉…。一一＝王手てこ一面一寺 ・ P＝工哀￥三－面一一＝~か＝一二一一一 哨
口
９
心
肝
撒
品
Ｅ
ｒ
９
４
Ｙ
巴
Ｉ
ｒ
ｑ
〕
１
８
回
」
堵
間
棚

山拝織る三共豊薬岳
■
囲
固
砧
脚
執
心
嘘
Ｈ
ｆ

種苗、床士の消毒に

匝謡蹴騨鋪；’
ず毎一.＃ ‘・』ざ ~‐

■■

鄙
ロ
ロ
■
口
匡
両
四
厩
唾
啄
印

苗木の消毒に
（
毎
月
一
回
十
日
発
行
）

林
業
技
術
‐
，
第
三
毛
号

J諏壽1Ｂ
■
ｂ
９

嬬煙方式による新殺虫剤

噸1筒
’み粥Ｊ

０

１

ｂ

，

０

ァ

弛

哨

c

ねずみ退治に

雫トロル’
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■
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架
空
索
道
除
‐
心

宏
索
及
補
助
索
各
暹

集
村
機
用
．
木
馬
用

其
の
他
各
種
附
属
品

隆
一
’

州
ｉ
Ｉ御

一
報
次
弄

ガ
視
ロ
グ
進
呈

、、

卿卿 （
興
林
こ
だ
ま
改
題
第
七
十
四
号
）

II
０

口

△

ｒ

鱈薑
三三言

薑毫豊崖
－

鬘曼菫
〆〆

ダ／ク"房つﾗﾗ>>グン
川
日
田
旧
ｊ
Ⅲ
田
ｒ
０
門
ｒ
ｊ
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	表1

	1956年1月号目次

	巻頭言_躍進する林業技術

	座談会_林業技術者の新春放談

	最近の木材工業 

	品種改良の前進のために

	欧米における風害と穿孔虫の防除

	治山担当者の雑感3

	随筆_虎の髭

	随筆_コケシ娘

	アンケート・こうありたい1956年

	支部動静

	昭和30年-1955 （155号-166号）総目次

	表4


